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訪問調査日

（１）組織概要

【情報提供票より】

評価確定日

（平成

要介護１ 名

名

１．　評 価 結 果 概 要 表

【評価実施概要】

黒田　ひとみ
松山市余戸南２丁目19番33号

【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】
作成日　平成

医療法人 たくま会
田園風景の残る静かな住宅地に建つホームである。ホームは医療法人が開設
し７年目を迎え、地域に溶け込み、地域との交流も進んでいる。職員は利用
者の思いやできることを大事にした支援を心がけ、共に花壇や菜園作りに励
んだり、近くの喫茶店でお茶を楽しんだりしている。また、ホームは利用者
の健康管理や医療面での支援には特に力を入れ、リフトのある入浴設備を整
え、また利用者の緊急時にも即対応できる体制がある。同じ敷地内にある同
法人のデイサービス、ヘルパーステーション等の福祉施設との連携・交流も
サービス向上に活かされている。

評価機関名

3870102120

グループホーム せと

所在地

愛媛県社会福祉協議会　利用者支援班

愛媛県松山市持田町三丁目8－15

管理者

事業所番号

事業所名

所在地

前回評価での主な改善課題とその後の取組、改善状況（関連項目：外部4）

ユニット数

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部4）職員数

家賃（平均月額）

ユニット

保証金の有無

敷　　　　金

0

指定介護予防認知症対応型共同生活介護

要介護３

要介護５

0

0

0

0食材料費

歳最低

［認知症対応型共同生活介護用］（別表第１の３）

有りの場合
償却の有無

前回の評価後、理念を意識した支援を心がけているが、更なる努力を期待す
る。また、緊急時の対応や成年後見制度については学習会、マニュアルの充
実で理解が深まっている。職員の意見の反映やストレス解消への対策も少し
づつ改善している。

運営者、管理者、職員は評価の意義を理解し、全職員で自己評価を行ない、
日頃のケアの振り返りの参考になったと考えている。

運営推進会議は定期的に行われている。会議での討議内容はホームでの避難
訓練、行事、家族会等の報告後の話し合い、提案が主なものである。会議で
の意見・提案はホームの運営やサービス向上に活かしている。または1日当たり 1,167

平成

医療連携体制加算

指定認知症対応型通所介護

短期利用型共同生活介護

家族の意見は面会時、運営推進会議や行事への参加時、家族会等から把握し
運営に反映している。内部及び外部の苦情相談窓口は文書に明記し、家族に
も説明している。

ホームは地域の自治会、役員会にも出席し、地域の行事にも参加し自然な交
流が進んでいる。地域住民はホームの行事にも気軽に参加し、利用者ととも
に行事を楽しんでいる。ホームの藤棚や池は地域のボランティアが作ってく
れたものである。

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）（４）他に事業所として指定等を受けている事業及び加算

歳

要介護２

要介護４

法人名

（２）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）

人

（３）利用者の概要

(入居一時金含む)
0

円

日

人

常勤換算

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）利用者人数

開設年月日

【質向上への取組状況】

名

名

女性

最高

愛媛県社会福祉協議会　利用者支援班1



愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営
１．理念の共有

２．地域との支えあい

３．理念を実践するための制度の理解と活用 　●　　「取組みの事実」は必ず記入すること。

４．理念を実践するための体制

５．人材の育成と支援

  ※用語について

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント   ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含む。
１．一人ひとりの把握
２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し
３．多機能性を活かした柔軟な支援
４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
１．その人らしい暮らしの支援

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

　Ⅴ．サービスの成果に関する項目

記入者（管理者）

氏　名

(ユニット名）

事業所名　

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含む。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含む。

グループホームせと

さくら

評価完了日

黒田ひとみ・蔭谷きよみ

平成 19 年 9 月 10 日

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議の上記入すること。

　●　各自己評価項目について、「取組みの事実」を記入し、取組みたいに※を付け、適宜
        その内容を記入すること。

（別表第１の２）

自己評価及び外部評価結果表

 

  ホップ 職員みんなで自己評価!
   ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!
     ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

　　　－サービス向上への３ステップ－
　　　“愛媛県地域密着型サービス評価”
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
地域に密着し、事業所が地域にあたりまえに存在して
いると思えるよう根付いている。事業所・家族だけが
入居者を支えているのではない。地域にも支えても
らっていることを常に話している。またそれが「穏や
か」な生活につながっている。具体的には運営推進会
議にとどまらず、地域の役員会にも参加しているの
で、地域の暮らしの継続につながっている。

(外部評価)
全職員で話し合ってつくりあげた分かりやすい理念で
ある。また、理念とともに地域密着を含めた運営方針
を明示し、ユニット毎に掲げている。

(自己評価)
職員は理念を述べることができる。しかしスタッフに
意識の差がある。理念を理解し、それが確実に日々の
業務に生かされているとは言えない。

(外部評価)
職員は「明るく、楽しく、穏やかに」という理念の実
践には職員同士の良好な関係が大切と考え、お互いに
思いやりを持って協力的に日頃の業務に取り組んでい
る。しかし、理念を意識したケアや振り返りは十分で
はない。

(自己評価)
地域行事に参加したり、事業所行事に地域の方、ご家
族に参加いただいたり、家族会、運営推進会議などに
参加していただき、意見交換の機会を多く持ってい
る。

（別表第１）

○地域密着型サービスとしての理念
　地域の中でその人らしく暮らし続けるこ
とを支えていくサービスとして、事業所独
自の理念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み
　管理者と職員は、理念を共有し、理念の
実践に向けて日々取り組んでいる

1

※

Ⅰ．理念に基づく運営

１．理念と共有

1

2

自 己 評 価 及 び 外 部 評 価 票　　　  　  　　　　　　【セル内での改行は「Alt+Enter」です。】

入居者家族にもっと運営推進会議に参加してもら
える工夫をする。早めに参加案内はしている。１
度参加された御家族には運営推進会議の大切さを
理解してもらえているので、たくさんの方の参加
を強く訴えていく。

3

○家族や地域への理念の浸透
　事業所は、利用者が地域の中で暮らし続
けることを大切にした理念を、家族や地域
の人々に理解してもらえるよう取り組んで
いる

※

2

地域との主なパイプ役は施設長、管理者、ホーム
長が担っている。事業所職員がもっと地域に出向
き、入居者の暮らしをありのまま伝えていけるよ
うより多くの機会を持ちたい。

0 0

※

運営理念を掲げるだけでなく、日々確認し、実践
することで、どうなっていけるのか等、スタッフ
同士が考える機会をもっと持つ。理念をケアサー
ビスの提供時に意識できるようにする。

※
管理者と職員が申し送りや会議などの機会をとら
え、理念を意識しながら話し合い、実践に活かし
ていくことを期待する。

愛媛県社会福祉協議会　利用者支援班3



愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
職員は地域の方にすすんであいさつするようにしてい
る。限られた地域の方は気軽に立ち寄ってくださる
が、多くの方が気軽に立ち寄ることは少ない。しか
し、運営推進会議の際には近隣の方がよく参加してい
ただける。演芸等のためのボランティアの方が訪問さ
れることは多い。

(自己評価)
運営推進会議の中で、事業所の活動内容など説明し、
意見交換を行っている。地域行事にもできるだけ参加
し、協力している。

(外部評価)
ホームは自治会に入り、役員会にも出席している。地
域の盆踊りの練習や運動会にも参加し、米を地域から
購入する等の自然な交流がある。地域住民はホームの
行事にも気軽に参加し、利用者とともに楽しんでい
る。ホームの藤棚や池は地域のボランティアが作って
くれたものである。

(自己評価)
事業所職員が町内会に出向き、認知症高齢者の病態や
生活について話たり、介護現場の現状を理解してもら
うための講演活動を行ったりしている。

(自己評価)
職員全員が自己評価に取り組み、サービスの向上のた
め自覚をもって評価項目ひとつひとつに向き合ってい
る。改善点については地道に職員・開設者が一緒に検
討して対策を講じている。

(外部評価)
運営者、管理者、職員は評価の意義を理解したうえで
自己評価を全職員で行い、日頃のケアの振り返りに役
立ったと考えている。前回の評価を活かした改善にも
全職員で取り組んでいる。

0 0

0 0

○地域とのつきあい
　事業所は孤立することなく地域の一員と
して、自治会、老人会、行事等、地域活動
に参加し、地元の人々と交流することに努
めている

○評価の意義の理解と活用
　運営者、管理者、職員は、自己評価及び
外部評価を実施する意義を理解し、評価を
活かして具体的な改善に取り組んでいる

3

4

２．地域との支えあい

３．理念を実践するための制度の理解と活用

5

7

4

○隣近所とのつきあい
　管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもらえ
るような日常的なつきあいができるように
努めている

0
気軽に立ち寄っていただけるような行事を工夫し
ている。（蛍の鑑賞会）今後もより工夫してい
く。

0 0

※
地域の協力を求めて入居者も地域行事に参加でき
るように働きかける。

06

○事業所の力を活かした地域貢献
　利用者への支援を基盤に、事業所や職員
の状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮
らしに役立つことがないか話し合い、取り
組んでいる

0

愛媛県社会福祉協議会　利用者支援班4



愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
入居者・御家族・町内会役員・地域包括支援センター
職員・介護保険課担当者等の参加により、外部評価結
果、活動計画を説明し、意見交換している。そこで出
た意見については全職員に伝えて必要に応じて話し合
う機会を持っている。

(外部評価)
運営推進会議では避難訓練、行事、家族会等の報告を
し、話し合う中でホームへの理解・協力を得るよう努
めている。会議での意見、提案はサービス向上や運営
に活かしている。

(自己評価)
市町村からの実習を受け入れたり、実務連絡会に参加
することで、必要な情報が得られるように努力してい
る。サービス上の不明な点についてはその都度保険者
に相談している。

(外部評価)
地域包括支援センターの職員が度々ホームを訪れ、情
報交換や話し合いが行われている。ホームは市担当者
の研修も受け入れている。

(自己評価)
地域権利擁護事業や成年後見制度について知らない職
員が多かったので、各ユニットにファイルを作成し
て、いつでも職員が確認できるものを作成している。
入居時に説明をしているが積極的に活用されるかたは
いなかった。

(自己評価)
関連資料や記事があれば、各ユニットに配布し、全ス
タッフが目を通すようにしている。また必要に応じて
研修会を開いている。お互いが言葉づかいや対応に関
して注意し合うようにしている。

0

0

○権利擁護に関する制度の理解と活用
　管理者や職員は、地域権利擁護事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、必要な人に
はそれらを活用できるよう支援している

※

6

○市町村との連携
　事業所は、市町村担当者と運営推進会議
以外にも行き来する機会をつくり、市町村
とともにサービスの質の向上に取り組んで
いる

今後も必要な方には理解できるまで、説明してい
く。　また職員の学習機会を増やす。

0

もっと御家族の参加があり、多くの意見がいただ
けるように努める。場合によっては事前に意見を
いただくようにする。

0

0

0

※

11

○虐待の防止の徹底
　管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や
事業所内で虐待が見過ごされることがない
よう注意を払い、防止に努めている

0

○運営推進会議を活かした取り組み
　運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について報
告や話し合いを行い、そこでの意見をサー
ビス向上に活かしている

0

10

58

9

愛媛県社会福祉協議会　利用者支援班5



愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
十分な時間をとって十分説明している。入居しても納
得いかない内容については再度説明している。

(自己評価)
来訪時、家族会の際には自由に意見を言える機会を設
けている。入居者、家族と十分なコミュニケーション
をとって、その都度話合うようにしている。

(自己評価)
月に１回手紙で暮らしぶり、介護状況等を報告してい
る。健康状態に異常があれば、その都度家族に連絡し
ている。また面会の際には十分に時間をとってより詳
しく報告している。

(外部評価)
利用者の暮らしぶりや健康状態は、毎月各利用者の担
当職員から家族あてに手紙で報告している。ホームが
預かっている金銭は利用者ごとに出納帳を作り、家族
の来訪時に確認・署名してもらい、領収書を手渡して
いる。

(自己評価)
年１～２回の家族会や、行事参加・運営推進会議の際
に意見交換している。改善項目についてはカンファレ
ンスで話し合って改善に向け努力している。

(外部評価)
家族の意見は面会時、運営推進会議や行事への参加
時、年２回の家族会等から把握し、運営に反映させて
いる。内部及び外部の苦情相談窓口は文書に明記し、
家族にも説明している。

13

○契約に関する説明と納得
　契約を結んだり解約をする際は、利用者
や家族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映
　利用者が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

0 0

0 0

0 0

0 0

※
家族だけの話しあいの時間をもっと持って、代表
者の方から意見をいただく方法も必要である。

0 0

8

○家族等への報告
　事業所での利用者の暮らしぶりや健康状
態、金銭管理、職員の異動等について、家
族等に定期的及び個々にあわせた報告をし
ている

○運営に関する家族等意見の反映
　家族等が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

7

４．理念を実践するための体制

15

14

12
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
業務カンファレンスにて意見を出し合い、それを責任
者会議や運営会議に反映している。

(自己評価)
事前にわかっているような行事ごとについては柔軟に
勤務調整している。また入居者の緊急時には法人理事
長、副理事、看護師等の応援がえられ、ケアの継続が
できるように配置している。

(自己評価)
職員の離職により、入居者のケアの継続に悪影響がな
いように努力している。計画作成担当者やユニット長
の移動がほとんどないことで安心できる部分がある。

(外部評価)
常勤職員の離職や異動は少なく、利用者が概ね馴染み
の職員の支援を継続して受け続けられる体制がある。
利用者には担当職員が主に対応するため、異動時も全
職員が支援するのに比べてダメージも少ない。

(自己評価)
新人研修プログラムや介護マニュアルを作って段階に
応じた研修プログラムを作っている。所外研修の機会
やさまざまな学習会の機会があり、必要に応じて、管
理者や介護支援専門員からのアドバイスがある。

(外部評価)
運営者は職員の育成には研修が重要と考えており、外
部研修への参加を推進している。外部研修への参加は
出張扱いとし、研修後はホーム内での報告を行ってい
る。内部での勉強会は３か月に１回程度、年間計画に
組み入れて実施している。責任者会議、ユニット会
議、ケア会議等でのミニ学習もある。

５．人材の育成と支援

16 0 0

17

○柔軟な対応に向けた勤務調整
　利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟
な対応ができるよう、必要な時間帯に職員
を確保するための話し合いや勤務の調整に
努めている

○運営に関する職員意見の反映
　運営者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

0 0

※

パート職員の離職については防ぎきれない部分が
ある。しかし、入居者のダメージを最小限に抑え
るために、今後も介護計画や記録の充実、家族へ
の報告・協力の働きかけに努力する。

0 0

0 0

0 0

○職員の異動等による影響への配慮
　運営者は、利用者が馴染みの管理者や職
員による支援を受けられるように、異動や
離職を必要最小限に抑える努力をし、代わ
る場合は、利用者へのダメージを防ぐ配慮
をしている

○職員を育てる取り組み
　運営者は、管理者や職員を段階に応じて
育成するための計画をたて、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

18

19 10

9
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
行事ごとに互いに招待しあって参加したり、グループ
ホーム同士の小規模な学習会もある。その学習会のた
めに事例をまとめて検討会としたりしている。

(外部評価)
医療機関を運営母体とするグループホーム同士の交流
会があり、３～４か月に１回事例検討会を行ってい
る。交流会での学びを各ホームの質向上に役立ててい
る。

(自己評価)
法人全体の「親睦会」を結成してストレス解消に努め
ている。

(自己評価)
さまざまな基本職種、年齢の違いもあり、職員全員の
思いを把握するに至っていない。職員の実績、勤務状
況は管理者がユニットケアに入ったり、責任者会議を
通して把握できている。

(自己評価)
面談　・カンファレンスは家族、利用者も参加してい
ただき、傾聴に努めている。

(自己評価)
入居時から家族と話す時間を十分にとって、不安感や
困ったことについてよく聴くようにしている。

0 0

0 0

0 021

○職員のストレス軽減に向けた取り組み
　運営者は、管理者や職員のストレスを軽
減するための工夫や環境づくりに取り組ん
でいる

職員全員が本音で話せるような機会、個別面談の
機会を設けるようにする。

22

○向上心を持って働き続けるための取り組
み
　運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を
持って働けるように努めている

※

024

○初期に築く家族との信頼関係
　相談から利用に至るまでに家族等が困っ
ていること、不安なこと、求めていること
等をよく聴く機会をつくり、受けとめる努
力をしている

0

20 11

○同業者との交流を通じた向上
　運営者は、管理者や職員が地域の同業者
と交流する機会を持ち、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みを
している

23

○初期に築く本人との信頼関係
　相談から利用に至るまでに本人が困って
いること、不安なこと、求めていること等
を本人自身からよく聴く機会をつくり、受
けとめる努力をしている

0

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

0
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
相談を受けた時点で、ケアカンファレンス等を開催し
て話し合い、入居者にとって必要な支援をして、関係
機関が一緒に話し合うようにしている。

(自己評価)
その人なりの生き方、生活リズムを知るために家族か
ら情報を得て、暮らしの継続ができるよう工夫してい
る。

(外部評価)
前もって家族から情報を得た上で対応するよう心がけ
ている。入居前に敷地内のデイサービスを利用するな
どの工夫をしながら、ホームでの生活の雰囲気に早く
馴染めるよう努めている。

(自己評価)
本人を尊重し、誇りやプライバシーが保たれる言葉か
けや対応をしている。共に時間を共有し、本人の意見
や希望をよく聞いて暮らしの中で生かせるよう見守り
ながら支えている。

(外部評価)
利用者とともに料理の下ごしらえ、食事の片づけ、洗
濯物たたみ等を行っている。また、ホーム庭での食事
会、外食、花見等を一緒に楽しんでいる。利用者の笑
顔に励まされることもある。

(自己評価)
家族会、面会時などで、家族の思い、考えを聞き、よ
りよい生活が送れるよう共に検討している。また日頃
から話しやすい環境を整え、感情が表出しやすいよう
に配慮している。

0

25

○初期対応の見極めと支援
　相談を受けた時に、本人と家族が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

0 0

028

○本人を共に支えあう家族との関係
　職員は、家族を支援される一方の立場に
おかず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を
支えていく関係を築いている

0

27

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

13

0 0

0 0

○本人と共に過ごし支えあう関係
　職員は、本人を介護される一方の立場に
おかず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共
にし、本人から学んだり、支えあう関係を
築いている

○馴染みながらのサービス利用
　本人が安心し、納得した上でサービスを
利用するために、サービスをいきなり開始
するのではなく、職員や他の利用者、場の
雰囲気に徐々に馴染めるよう家族等と相談
しながら工夫している

0 0

0

26 12
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
利用者、ご家族から詳細な家族関係を把握し、それに
基づいて支援している。

(自己評価)
本人の希望があれば、電話をかけたり、取りつぎ、馴
染みの人や場所など関係が途切れないように支援して
いる。

(自己評価)
性別や認知症の程度により関係性が異なるが、日々の
言動を観察しながらよりよい環境やかかわりが持てる
ように配慮している。例えばホールの座席、ソファー
の座席など・・またコミュニケーションをうまくとれ
ない方については職員が間に入って孤立しないように
配慮している。

(自己評価)
施設、病院に入所、入院した場合には密に連絡を取り
合い、あ関係を継続させている。退居された場合はそ
の後の関係が続くことは少ないが、手紙などで関係を
継続される方もいる。

(自己評価)
入居時や日々の会話の中から趣味や以前の経験を把握
し、カンファレンスを行い希望にそえるように努めて
いる。

(外部評価)
朝のラジオ体操、花壇の水やりや草ひき、掃除等、各
利用者の生活リズムにそった支援をしている。また、
一人ひとりの生活パターンを尊重した対応に努めてい
る。

0

29

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援
　これまでの本人と家族との関係の理解に
努め、より良い関係が築いていけるように
支援している

0 0

0

0

0

31

○利用者同士の関係の支援
　利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるように努めている

0

30

○馴染みの人や場との関係継続の支援
　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支援
に努めている

0

0 0

○関係を断ち切らない取り組み
　サービス利用（契約）が終了しても、継
続的な関わりを必要とする利用者や家族に
は、関係を断ち切らないつきあいを大切に
している

0

○思いや意向の把握
　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意
向の把握に努めている。困難な場合は、本
人本位に検討している

32

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

1433

0
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
入居時に家族から情報を収集し、入居後本人との会話
の中からこれまでの生活環境などの把握に努めてい
る。

(自己評価)
個々の状態に応じ変更できるように１日の生活の流れ
を介護記録・連絡ノート、気づきノートの活用で把握
に努めている。

(自己評価)
家族会、面会時にご家族から意見や要望を聞き、利用
者と日ごろからコミュニケーションをとる中で、意
見・要望に応じカンファレンスを実施し、計画作成し
ている。

(外部評価)
利用者の担当職員が中心になって話し合いを行い、個
別性のある介護計画を作成している。話し合いには職
員のほか可能な範囲で利用者本人や家族も参加してい
る。

(自己評価)
３か月ごとには定期的に見直ししている。状況に変化
があった場合はその都度見直しを行っている。

(外部評価)
利用者の状況が変化した時には介護計画の見直しを
行っている。特に変化がない場合でも１か月に１回程
度は計画の見直しが必要かどうかのチェックをしてい
る。

34

35

○これまでの暮らしの把握
　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用の
経過等の把握に努めている

0 0

0 0

○暮らしの現状の把握
　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状を総合的に把握する
ように努めている

0 0

0 0

0 0

0 0

○現状に即した介護計画の見直し
　介護計画の期間に応じて見直しを行うと
ともに、見直し以前に対応できない変化が
生じた場合は、本人、家族、必要な関係者
と話し合い、現状に即した新たな計画を作
成している

36 15

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

○チームでつくる利用者本位の介護計画
　本人がより良く暮らすための課題とケア
のあり方について、本人、家族、必要な関
係者と話し合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映した介護計画を作成している

37 16
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
個別の記録をし、介護計画上に反映される内容には蛍
光マーカーで印を入れ、認識できるように工夫してい
る。また気になること等は必要に応じて申し送りやカ
ンファレンスで共有している。

(自己評価)
同敷地内の通所介護・訪問介護事業所等と連携して短
期入所を受け入れたり、場合によっては行事を合同で
実施したりして柔軟に支援している。

(外部評価)
ホームは受診の支援、入退院の連絡調整や入院中の情
報収集、家族の急な宿泊等、利用者や家族の状況に応
じた柔軟な支援をしている。

(自己評価)
養護学校・中、高生、一般のボランティアの方の参加
や防災訓練、救命訓練などが行われ、協力しながら支
援している。

(自己評価)
介護支援専門員が中心になって支援している。

(自己評価)
管理者・介護支援専門が中心になって協働できてい
る。

○個別の記録と実践への反映
　日々の様子やケアの実践・結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる

0 0

※

慣れ親しんだグループホームでできるだけ最期ま
で暮らしたいという本人、家族の意向が強くなっ
ている。今後そういったニーズにしっかり応えら
れるように体制強化に努めたい。

0 0

○地域資源との協働
　本人の意向や必要性に応じて、民生委員
やボランティア、警察、消防、文化・教育
機関等と協力しながら支援している

41

○他のサービスの活用支援
　本人の意向や必要性に応じて、地域の他
のケアマネジャーやサービス事業者と話し
合い、他のサービスを利用するための支援
をしている

42

○地域包括支援センターとの協働
　本人の意向や必要性に応じて、権利擁護
や総合的かつ長期的なケアマネジメント等
について、地域包括支援センターと協働し
ている

0

0 0

３．多機能性を活かした柔軟な支援

○事業所の多機能性を活かした支援
　本人や家族の状況、その時々の要望に応
じて、事業所の多機能性を活かした柔軟な
支援をしている

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

40

0

0 0

1739
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
入居時に診察が必要な方には家族や本人の希望を聞
き、できるだけ希望に沿うように支援している。また
適切な医療が提供できるように、主治医と連携をとり
ながら継続して医療が受けられるよう配慮している。

(外部評価)
利用者や家族が希望するかかりつけ医の受診を支援し
ている。基本的には職員同行の受診であるが、受診が
長時間に及ぶ場合は家族が同行し、ホームで送迎をし
ている。利用者の状況に合わせて往診も行っている。
夜間も医師がすぐ駆けつけられる体制がある。

(自己評価)
必要に応じて専門医の診察を受けたり、特に入居前に
はできるだけ専門医に受診することを勧めている。ま
た専門医との事例検討会を通して意見をいただくこと
もある。

(自己評価)
各ユニットに看護職員が配置されており、看護職員会
議を通して情報の共有方法や処置の体制等について取
り決めしている。また主治医との連携も主に行ってい
る。特に入居者、ご家族は安心されている。

(自己評価)
入院時から病態の把握に努め、安心して退院し、元の
生活に戻れるように情報交換している。看護職員、主
治医が主に窓口になって病院関係者と退院後の生活に
関しての情報交換をしている。

(自己評価)
主治医・家族の意見を確認した上で、職員全員で話し
合い個別に援助方針を決めている。ターミナルケア全
体像に関して漠然としか考えられない職員もいる。

(外部評価)
重度化や終末期は利用者や家族の意向を尊重しながら
対応について話し合っている。

0 0

18

0 0

○かかりつけ医の受診支援
　本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している

○看護職との協働
　利用者をよく知る看護職員あるいは地域
の看護職と気軽に相談しながら、日常の健
康管理や医療活用の支援をしている

44

45

0 0

0 0

0

※
職員全員がターミナルケアに関して学習を重ね、
個別に話し合う必要がある場合には全員が参加し
て納得いくまで繰り返す。

0 0

○重度化や終末期に向けた方針の共有
　重度化した場合や終末期のあり方につい
て、できるだけ早い段階から本人や家族等
ならびにかかりつけ医等と繰り返し話し合
い、全員で方針を共有している 0

○早期退院に向けた医療機関との協働
　利用者が入院した時に安心して過ごせる
よう、また、できるだけ早期に退院できる
ように、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。あるいは、そうした場合に備
えて連携している

43

○認知症の専門医等の受診支援
　専門医等認知症に詳しい医師と関係を築
きながら、職員が相談したり、利用者が認
知症に関する診断や治療を受けられるよう
支援している

47 19

46
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
疾病の理解、治療方針や今後考えられる経過について
も頻回にカンファレンスしている。療養上事業所とし
て可能な援助い関しては入居時から伝えているが、状
況に応じてその都度見極めている。また当初の説明と
違っていても可能な限り支援していける策も検討して
いる。

(自己評価)
関係者間で十分なカンファレンスや情報交換を行って
いる。

(自己評価)
一人ひとりのプライバシーを損ねないよう言葉かけに
は互いに注意しあっている。

(外部評価)
さりげない食事介助や小声での排泄確認等、利用者の
プライドを大事にした支援をしている。記録類はプラ
イバシーに留意し、保管・管理が適切にできている。

(自己評価)
１度では説明しても理解してもらえないことも多い。
何が不満か、どのような希望があるのか表情や感情か
らくみ取ったりしながら支援している。

50

0

※
常に「原点」を忘れず、専門職であることに誇り
をもって今後も職員が互いに注意し合い、振りか
えるようにする。

49

○住み替え時の協働によるダメージの防止
　本人が自宅やグループホームから別の居
所へ移り住む際、家族及び本人に関わるケ
ア関係者間で十分な話し合いや情報交換を
行い、住み替えによるダメージを防ぐこと
に努めている

0

48

51

○利用者の希望の表出や自己決定の支援
　本人が思いや希望を表せるように働きか
けたり、わかる力に合わせた説明を行い、
自分で決めたり納得しながら暮らせるよう
に支援をしている

0 0

ターミナル＝重度化と単純に考えるのではなく、
その人の生をその人が納得いけるよう職員がどう
支援していくかを考える機会をもつようにしてい
る。

0 0

20

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

○プライバシーの確保の徹底
　一人ひとりの誇りやプライバシーを損ね
るような言葉かけや対応、記録等の個人情
報の取り扱いをしていない

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○重度化や終末期に向けたチームでの支援
　重度や終末期の利用者が日々をより良く
暮らせるために、事業所の「できること・
できないこと」を見極め、かかりつけ医と
ともにチームとしての支援に取り組んでい
る。あるいは、今後の変化に備えて検討や
準備を行っている

0
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
個々に満足されているのか不明な部分もある。ついつ
い重度の入居者や行動障害のある入居者の介護に手間
取ることがあり、希望に叶えず、待ってもらうことも
多い。

(外部評価)
職員は利用者の生活リズムや一日をどう過ごしたいか
を大切にした支援をしており、一人ひとりの思いを聞
きながら対応している。また、職員は利用者へのケア
でお互いに気になる言動があれば、注意し合ってい
る。

(自己評価)
ほとんどの方が出張美容を利用することが多い。中に
は家族と外出して行きつけの理容店に出かける方もい
る。

(自己評価)
以前にくらべてＡＤＬの低下から職員と一緒の調理が
難しくなっている方が多いが、中には調理下準備を一
緒にしてくださる方もいる。

(外部評価)
職員は経口摂取を大事と考え、時間がかかっても自力
で食べられる利用者を見守り、状態に応じてきざみ食
で対応するなど配慮している。美味しく食べられるよ
う献立や味付けにも工夫し、時折ホームの庭での食事
会も行っている。また、料理の下ごしらえや片付けも
利用者とともに行っている。

(自己評価)
その人の好みに合わせて個別に対応している。

54

53

○身だしなみやおしゃれの支援
　その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援し、理容･美容は本人の望む
店に行けるように努めている

○日々のその人らしい暮らし
　職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、そ
の日をどのように過ごしたいか、希望に
そって支援している

0

55

○本人の嗜好の支援
　本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たば
こ等、好みのものを一人ひとりの状況に合
わせて日常的に楽しめるよう支援している

22

0

0 0

※
毎日その人のペースを十分に大切にできない日に
は「今日はどうすごそうか」といったように日々
の目標をもって支援していく方法も考えたい。

21

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

52

0 0

○食事を楽しむことのできる支援
　食事が楽しみなものになるよう、一人ひ
とりの好みや力を活かしながら、利用者と
職員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る

※

簡単な下ごしらえは今後も一緒に行いたい。調理
全般ができなくても買い物に一緒に行ってメ
ニューを考えたりして調理に携わってもらえるよ
うに支援していく。

0 0
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
個別に排泄パターンを把握し、アセスメントして介護
計画に生かしている。また入居者がが気持ちよく排泄
できるように支援している。

(自己評価)
入浴前にバイタルチェック・健康状態を確認して本人
の希望に沿った日や時間に支援している。

(外部評価)
利用者の希望にそった入浴支援をしている。入浴を望
まない場合でも３日に１回程度は入浴できるよう配慮
している。介護度の高い利用者にはリフト使用での入
浴も可能である。

(自己評価)
活動リズムに応じて日中外気浴したり、眠前にホット
ミルクを飲んでもらったりしている。冬場は希望され
る人に湯たんぽを使用したりしている。

(自己評価)
健康状態の悪化により難しい方もいるが、できるかぎ
り気晴らしができるように支援している。

(外部評価)
職員はアートフラワー、花壇の水やりや草ひき、近く
の喫茶店でのひととき、料理の下ごしらえ、掃除、洗
濯物たたみ等、利用者の気晴らしや役割をともに楽し
みながら支援している。

056

○気持よい排泄の支援
　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして気持ちよく排泄できるよう支援して
いる

0

0 0

0 0

0

0 0

0 0

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

58

0

○安眠や休息の支援
　一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、安心して気持ちよく休息したり
眠れるよう支援している

24

23

○入浴を楽しむことができる支援
　曜日や時間帯を職員の都合で決めてしま
わずに、一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて、入浴を楽しめるように支援して
いる

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援
　張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ
うに、一人ひとりの生活歴や力を活かした
役割、楽しみごと、気晴らしの支援をして
いる

57

59

愛媛県社会福祉協議会　利用者支援班16



愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
自己管理能力のある方については本人に管理しても
らっている。自己管理できない方は金庫に個別に管理
して、お小遣い帳として記録に残し、家族に定期的に
確認してもらっている。

(自己評価)
身体レベルに応じて、決して多くはないが、外出支援
している。

(外部評価)
車いすの利用者も一緒に買物やドライブ、喫茶店へ出
かけることもあるが、一人ひとりのその日の希望に
そった外出支援は十分ではない。

(自己評価)
年４～５回御家族の協力も得ながら実現している。入
居者の身体レベルの低下もあり、車椅子の方が多い。
協力職員の呼びかけをしながら工夫している。

(自己評価)
日常的に利用できる。電話は子機を使って居室でも使
用できる。手紙も自由に書いたりでき、個人宛の手紙
も郵送されてくる。

(自己評価)
笑顔であいさつすることを心がけている。お茶を勧め
たりして、会話がスムーズにできるように加わること
もある。

0 0

0 0

※

利用者が戸外の気持ちよさや季節感を感じながら
生き生きと過ごすことを支援するためにも、近く
の店舗への買い物やホームの敷地内を花壇や菜園
を眺めながら散歩する等、さらに戸外に出かける
機会づくりの工夫を期待する。

グループホームの年間行事計画はたてているが、
ユニットごとの外出計画がたてられていない。ユ
ニットごとに外出計画を立てたい。

63

○電話や手紙の支援
　家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

0 0

62

○普段行けない場所への外出支援
　一人ひとりが行ってみたい普段は行けな
いところに、個別あるいは他の利用者や家
族とともに出かけられる機会をつくり、支
援している

※

064

○家族や馴染みの人の訪問支援
　家族、知人、友人等、本人の馴染みの人
たちが、いつでも気軽に訪問でき、居心地
よく過ごせるよう工夫している

0

○日常的な外出支援
　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひと
りのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援している

○お金の所持や使うことの支援
　職員は、本人がお金を持つことの大切さ
を理解しており、一人ひとりの希望や力に
応じて、お金を所持したり使えるように支
援している

61 25

60

愛媛県社会福祉協議会　利用者支援班17



愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
正しく理解されている。ベッド柵の固定については主
治医が必要と考える際に検討を重ねて同意書をいただ
き、その後の観察、検討も継続している。

(自己評価)
施錠はしていない。

(外部評価)
職員は鍵をかけないことの意義を理解し、玄関には日
中鍵をかけていない。利用者が一人で外を出歩いてい
ると、同じ敷地内のデイサービスの職員や近所の住民
が知らせてくれる。

(自己評価)
記録、食事、配膳ほか作業（洗濯たたみ）も入居者が
よく見える場所にて行い、どこで、誰が何をしている
のか確認できるように配慮している。

(自己評価)
はさみ、爪きり、刃物等は自己管理でき自他に危害を
加えるリスクが無い場合は持ってもらっている。

(自己評価)
徘徊、誤嚥、嚥下困難、下肢筋力の低下等、一人ひと
りの状態を確認し、個々に応じた事故防止に取り組ん
でいる。

65

○身体拘束をしないケアの実践
　運営者及び全ての職員が「介護保険法指
定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

0 0

0

0 0

0 0

0

0 0

69 0 0

○注意の必要な物品の保管・管理
　注意の必要な物品を一律になくすのでは
なく、一人ひとりの状態に応じて、危険を
防ぐ取り組みをしている

○利用者の安全確認
　職員は本人のプライバシーに配慮しなが
ら、昼夜通して利用者の所在や様子を把握
し、安全に配慮している

○鍵をかけないケアの実践
　運営者及び全ての職員が、居室や日中玄
関に鍵をかけることの弊害を理解してお
り、鍵をかけないケアに取り組んでいる

66

67

68

（４）安心と安全を支える支援

○事故防止のための取り組み
　転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を
防ぐための知識を学び、一人ひとりの状態
に応じた事故防止に取り組んでいる

26
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
定期的ではないが、訓練は行っている。基本的に主治
医、看護師の指示に従って実施している。マニュアル
も作成されており、ファイルが目の届くところにあ
る。

(自己評価)
定期的に避難訓練を実施し、運営推進会議でも報告し
ている。地域とともに防災意識を高めるため、消防署
で行われる防災トークにも毎月参加している。

(外部評価)
年に３回、夜間想定も含めた避難訓練を行っている。
ホームは地域の自主防災会に入会し、消防署の防災
トークにも参加している。ホームのある敷地の庭は広
く、地域の避難場所にもなっている。災害時連絡網の
中に町内会長も入っている。

(自己評価)
転倒、誤嚥など考えられるリスクを支援計画立案時に
課題として検討している。また家族によく説明してい
て理解していただける。

(自己評価)
職員全員でわかるように経過を追って記録している。
職員間で申し送りしながら共有し、主治医にも都度報
告している。

(自己評価)
処方される薬を分包してもらって個人に合せて服用し
やすい形態に工夫して支援している。また使用薬の説
明書を個人ごとにファイル化し、変更があってもわか
るようにしている。

70

0

0 0

0 0

0 0

0

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

72

○リスク対応に関する家族等との話し合い
　一人ひとりに起こり得るリスクについて
家族等に説明し、抑圧感のない暮らしを大
切にした対応策を話し合っている

73

○体調変化の早期発見と対応
　一人ひとりの体調の変化や異変の発見に
努め、気付いた際には速やかに情報を共有
し、対応に結び付けている

0

0

074

○服薬支援
　職員は、一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量について理解し
ており、服薬の支援と症状の変化の確認に
努めている

0

○急変や事故発生時の備え
　利用者の急変や事故発生時に備え、全て
の職員が応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行っている

○災害対策
　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を身につ
け、日ごろより地域の人々の協力を得られ
るよう働きかけている

2771
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
入居者個々の支援計画書内に便秘に対する援助方法を
記入して共有している。飲食物の工夫については適宜
行っている。

(自己評価)
毎食後口腔内の清浄に努めている。また義歯は毎夕洗
浄し、消毒している。個々の口腔の状態に応じて支援
している。

(自己評価)
疾病、嚥下能力や体調に応じて食事内容を変更して食
べられる工夫をしている。状態に応じて食事の形態も
個別に工夫している。また１日の水分出納チェックを
行い、必要に応じて主治医に報告して援助している。

(外部評価)
食べる量や水分量を毎回チェックしている。一人ひと
りの状態に合わせてミキサー食やきざみ食にしたり、
利用者の力量に応じた介助をしている。献立の栄養バ
ランスは運営法人内の栄養士がチェックしている。

(自己評価)
感染症対策マニュアルに沿って実行している。また地
域社会の動向にも目を向け情報を収集し、研修活動に
も参加している。

(自己評価)
食材に関しては衛生管理マニュアルに沿って管理し、
また食器や調理器具については夕食後に消毒してい
る。また感染症が多発する時期には毎食後消毒してい
る。

76

○口腔内の清潔保持
　口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた
支援をしている

0

0

75 0

0

0 0

78

○感染症予防
　感染症に対する予防や対応の取り決めが
あり、実行している（インフルエンザ、疥
癬、肝炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

0

0

0 0

0

079

○食材の管理
　食中毒の予防のために、生活の場として
の台所、調理用具等の衛生管理を行い、新
鮮で安全な食材の使用と管理に努めている

77

○便秘の予防と対応
　職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、予防と対応のための飲食物の工夫や身
体を動かす働きかけ等に取り組んでいる

○栄養摂取や水分確保の支援
　食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状
態や力、習慣に応じた支援をしている

28
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
敷地が広いため施設的なイメージがあるが、周囲に
畑、花壇もあり、四季を通して花や野菜が植えられ、
家庭的である。

(自己評価)
家具は一般家庭と同じような家具で共有スペースも広
く、ゆったりくつろげる。

(外部評価)
随所に空気清浄機を設置し、気になる匂いはない。共
用空間はゆったりしており、居間は家庭的なソファや
棚、絵画、時計等が飾られ、畳の間もあるくつろげる
空間となっている。浴室、トイレ等は朝夕塩素系漂白
剤で拭いており清潔である。

(自己評価)
共有部分にソファーがあり、ＴＶがあり、自由に過ご
せる空間もある。またソファーもユニットによっては
２か所にあり、個別にくつろげる。

(自己評価)
できるだけ長年使用された家具を持ち込んでもらって
いる。また入居者の動きやすさ、安全確保を第一に希
望を聞きながら配置し、工夫している。

(外部評価)
居室は利用者の使い慣れたいすや小ダンス、時計、お
気に入りのぬいぐるみ等が持ち込まれ、居心地よく過
ごせる部屋になっている。仏壇を居室に置き、お供え
や線香をあげる利用者もいる。畳の居室も２室ある。

0

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

80

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫
　利用者や家族、近隣の人等にとって親し
みやすく、安心して出入りができるよう
に、玄関や建物周囲の工夫をしている

0

0 0

0 0

82

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり
　共用空間の中には、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

※
個別に１人用のソファーを置いたりして工夫して
もいい。

0 0

0 0

30

○居心地のよい共用空間づくり
　共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、
食堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとっ
て不快な音や光がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮
　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

81 29

83
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
換気に留意し、清掃時はもちろん、自然に外気が入る
ように居室の窓を開けて工夫している。また各居室に
は空気清浄機があり、トイレには脱臭装置のある。冬
季には空気の乾燥を防ぐために、加湿器を利用してい
る。入居者に確認しながらまた、体調に配慮しながら
温度調節している。

(自己評価)
ホール・トイレ・洗面所等各箇所に手すりがあり、入
居者が安全に自立した生活が送れるように役立ってい
る。また必要に応じて居室内も家具の配置を工夫して
安全に留意している。ホールは広いが、車イスを使用
される方が増え、ホール内のすれ違いができないとき
もある。

(自己評価)
認知症の程度、理解力に応じ、自然な形でできること
をしてもらっている。

(自己評価)
敷地内の花壇や畑に自由に行って散歩できたりする。
また池の生き物を見て楽しむこともできる。時には自
由に花を摘んで生けたり、押し花にされる方もいる。

(注)

0

0 0

86

○わかる力を活かした環境づくり
　一人ひとりのわかる力を活かして、混乱
や失敗を防ぎ、自立して暮らせるように工
夫している

87
○建物の外周りや空間の活用
　建物の外周りやべランダを利用者が楽し
んだり、活動できるように活かしている

0 0

○身体機能を活かした安全な環境づくり
　建物内部は一人ひとりの身体機能を活か
して、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

※

0

１　　　　　　部分は自己評価と外部評価の共通評価項目。
２　全ての自己評価又は外部評価の項目に関し、具体的に記入すること。

十分なスペースが確保できるように家具等の位置
を工夫する。

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

84

○換気・空調の配慮
　気になるにおいや空気のよどみがないよ
う換気に努め、温度調節は、外気温と大き
な差がないよう配慮し、利用者の状況に応
じてこまめに行っている

85
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1 ほぼ全ての利用者の
② 利用者の２/３くらいの
3 利用者の１/３くらいの
4 ほとんど掴んでいない
1 毎日ある
② 数日に１回程度ある
3 たまにある
4 ほとんどない
1 ほぼ全ての利用者が
② 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
1 ほぼ全ての利用者が
② 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
1 ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
③ 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
1 ほぼ全ての利用者が
② 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
1 ほぼ全ての利用者が
② 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
1 ほぼ全ての家族と
② 家族の２/３くらいと
3 家族の１/３くらいと
4 ほとんどできていない
1 ほぼ毎日のように
② 数日に1回程度
3 たまに
4 ほとんどない

96
通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている

(自己
 評価)

面会者は多く、友人が訪ねてくることも多い。

(自己
 評価)

利用者の希望を聞きながら、また家族と相談しながら柔軟に支援している。

95
職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている

(自己
 評価)

家族会・面会時には時間をとって話を聞いている。

利用者は、その時々の状況や要望に応じ
た柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる

利用者の「笑顔」が職員の支えである。この「笑顔」があったらすべて許さ
れる。と常に職員が話している。ホームでの生活の中で職員の支援なくして
はその「笑顔」は引き出せないと思っている。

特に、起床、食事時間、体調の違いもあり、それぞれのペースでないと利用
者に負担がかかることも多い。自然にそれぞれのペースができてきている。

(自己
 評価)

利用者は、戸外の行きたいところへ出か
けている

(自己
 評価)

重度化が進み、体調が不安定で、行きたいところにいつでも・・という訳に
はいかないことが増えている。しかし体調を見ながら、外出や散歩、外気浴
を楽しむ機会をつくっている。

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ご
す場面がある

(自己
 評価)

(自己
 評価)

職員がゆったりすることは少ないが、時間がゆっくり流れているというよう
に思えるように配慮している。職員の言葉や対応の仕方がゆったりとしてい
るので、入居者はゆったり過ごせていると思えるのではないか

Ⅴ．サービスの成果に関する項目

項　　目

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

取　り　組　み　の　成　果
（該当する箇所を○印で囲むこと）

判断した具体的根拠

職員は認知症高齢者のありのままのそのすべてを受け入れる気持ちで支援し
ており、援助している言葉で、その思いが伝わってくる。入居者個々にどう
暮らしたいのか・どう思っているのか話し合うことが多い。

89

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らし
ている

91
利用者は、職員が支援することで生き生
きした表情や姿がみられている

(自己
 評価)

92

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で
不安なく過ごせている

(自己
 評価)

とにかく医療面や健康管理については家族に密に連絡をとっている。主治医
の協力・他の医療機関の協力も得られる。

94
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項　　目
取　り　組　み　の　成　果

（該当する箇所を○印で囲むこと）
判断した具体的根拠

1 大いに増えている
② 少しずつ増えている
3 あまり増えていない
4 全くいない
1 ほぼ全ての職員が
② 職員の２/３くらいが
3 職員の１/３くらいが
4 ほとんどいない
1 ほぼ全ての利用者が
② 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての家族等が
2 家族等の２/３くらいが
3 家族等の１/３くらいが
4 ほとんどできていない

職員が利用者をいとおしく思い、「笑顔」に癒され、利用者が職員の「笑顔」に安心して、「笑顔」で反応してくれる。開設当初から入居されている方も多く、家族
介護＋専門職の介護が一緒になった介護と思うときがある。医療法人が母体であり、しっかりとした医療面のサポートが受けられる。事業主が地域にも一緒に出て行
き地域との連携にも尽力している。地域との連携がとれ、地域に根付いた事業所を目指している。

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

100
職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う

(自己
 評価)

特に医療面のサポートに対して家族から信頼されている。運営にたいしても
協力的である。

99
職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う

(自己
 評価)

職員の声掛けに笑顔がかえってくる。外出したり違った場所に行くと、馴染
みの職員から離れようとしない。信頼されていると感じることがある。

97

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりが拡がったり深ま
り、事業所の理解者や応援者が増えてい
る

(自己
 評価)

98 職員は、活き活きと働けている
(自己
 評価)

町内会にも出席し、事業所に対する理解が深まっている。事業所の行事にも
とても協力的である。

利用者の重度化がすすみ、職員の負担感はますます増える一方ではあるが、
職員は笑顔を忘れず支援している。

(自己評価)
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サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営
１．理念の共有

２．地域との支えあい

３．理念を実践するための制度の理解と活用 　●　　「取組みの事実」は必ず記入すること。

４．理念を実践するための体制

５．人材の育成と支援

  ※用語について

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント   ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含む。
１．一人ひとりの把握
２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し
３．多機能性を活かした柔軟な支援
４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
１．その人らしい暮らしの支援

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

　Ⅴ．サービスの成果に関する項目

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議の上記入すること。

　●　各自己評価項目について、「取組みの事実」を記入し、取組みたいに※を付け、適宜
        その内容を記入すること。

（別表第１の２）

自己評価及び外部評価結果表

たんぽぽ

評価完了日

黒田ひとみ、蔭谷きよみ

平成 19 年 9 月 10 日

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含む。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含む。

グループホームせと

記入者（管理者）

氏　名

(ユニット名）

事業所名　

 

  ホップ 職員みんなで自己評価!
   ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!
     ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

　　　－サービス向上への３ステップ－
　　　“愛媛県地域密着型サービス評価”
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
「明るく、楽しく、穏やかに」という理念を掲げ、地
域の方が大勢参加する夏祭りや、秋祭りの神輿乗り入
れなど地域の皆様との交流の機会がより多く設けられ
るように取り組んでいる。

(外部評価)
全職員で話し合ってつくりあげた分かりやすい理念で
ある。また、理念とともに地域密着を含めた運営方針
を明示し、ユニット毎に掲げている。

(自己評価)
前回の自己評価で欠けていた取り組みであったので、
今年度の各ユニットの目標を設定する際、理念を具体
化できる目標設定に心がけるように伝え、皆で取り組
んでいる。

(外部評価)
職員は「明るく、楽しく、穏やかに」という理念の実
践には職員同士の良好な関係が大切と考え、お互いに
思いやりを持って協力的に日頃の業務に取り組んでい
る。しかし、理念を意識したケアや振り返りは十分で
はない。

(自己評価)
運営推進会議で年間計画を説明する際や家族会の時な
どに理念に触れるようにしている。頻回な機会ではな
いが、以前より意識が出来るようになった。

地域の盆踊り大会など、利用者も出来るだけ多く
参加するよう心がけたい。

0 0

※
「明るく、楽しく、穏やかに」の理念の内で、少
し欠けている「楽しく」の方法を研究し、実践し
たい。

※
管理者と職員が申し送りや会議などの機会をとら
え、理念を意識しながら話し合い、実践に活かし
ていくことを期待する。

自 己 評 価 及 び 外 部 評 価 票　　　  　  　　　　　　【セル内での改行は「Alt+Enter」です。】

地域の方ともっと触れ合う機会を増やしたい。3

○家族や地域への理念の浸透
　事業所は、利用者が地域の中で暮らし続
けることを大切にした理念を、家族や地域
の人々に理解してもらえるよう取り組んで
いる

※

2

Ⅰ．理念に基づく運営

１．理念と共有

1

2

1

※

（別表第１）

○地域密着型サービスとしての理念
　地域の中でその人らしく暮らし続けるこ
とを支えていくサービスとして、事業所独
自の理念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み
　管理者と職員は、理念を共有し、理念の
実践に向けて日々取り組んでいる

愛媛県社会福祉協議会　利用者支援班26



愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
普段の暮らしの中で、挨拶や声かけなど、いい関係が
出来ている。近隣の方たちとは菜園でいろんな野菜を
植えているので、野菜苗を戴いたり、野菜の作り方な
どの意見交換もしている。地域の会合などには職員が
順番に出席するよう心がけている。

(自己評価)
責任者だけでなく一般の職員がより多くの地域活動に
参加出来るよう皆で話し合い、工夫している。

(外部評価)
ホームは自治会に入り、役員会にも出席している。地
域の盆踊りの練習や運動会にも参加し、米を地域から
購入する等の自然な交流がある。地域住民はホームの
行事にも気軽に参加し、利用者とともに楽しんでい
る。ホームの藤棚や池は地域のボランティアが作って
くれたものである。

(自己評価)
地域の自主防災活動の話し合いなどでは、特に職員で
役立つ内容を地域と一緒に考えている。当事業所には
看護師も介護福祉士もいるので、お手伝いが出来るこ
とがあれば遠慮しないで声をかけて欲しいと伝えてい
る。

(自己評価)
外部評価結果を次年度の目標に活かせるようにユニッ
トで話し合っている。

(外部評価)
運営者、管理者、職員は評価の意義を理解したうえで
自己評価を全職員で行い、日頃のケアの振り返りに役
立ったと考えている。前回の評価を活かした改善にも
全職員で取り組んでいる。

06

○事業所の力を活かした地域貢献
　利用者への支援を基盤に、事業所や職員
の状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮
らしに役立つことがないか話し合い、取り
組んでいる

0

主たる職員は近隣の方たちと気軽に話したりして
日常的なつき合いが出来ているが、職員全員がこ
のようなつき合いが出来るような取り組みがした
い。

0 0

0 0

4

○隣近所とのつきあい
　管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもらえ
るような日常的なつきあいができるように
努めている

※

7

３．理念を実践するための制度の理解と活用

5

２．地域との支えあい

3

4

○地域とのつきあい
　事業所は孤立することなく地域の一員と
して、自治会、老人会、行事等、地域活動
に参加し、地元の人々と交流することに努
めている

○評価の意義の理解と活用
　運営者、管理者、職員は、自己評価及び
外部評価を実施する意義を理解し、評価を
活かして具体的な改善に取り組んでいる

0 0

0 0
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
年間計画、実績など取り組み状況について地域の方、
家族、市の職員、地域包括支援センターの担当者など
に参加して貰い、伝えている。

(外部評価)
運営推進会議では避難訓練、行事、家族会等の報告を
し、話し合う中でホームへの理解・協力を得るよう努
めている。会議での意見、提案はサービス向上や運営
に活かしている。

(自己評価)
市役所の職員の研修を受け入れたり、サービスや運営
上の相談をしている。又、他のグループホームでの取
り組みを問い合わせたりしている。

(外部評価)
地域包括支援センターの職員が度々ホームを訪れ、情
報交換や話し合いが行われている。ホームは市担当者
の研修も受け入れている。

(自己評価)
権利擁護事業や成年後見制度について学ぶ機会はある
が、研修に参加している職員が限られている。

(自己評価)
ニュースになった虐待など回覧で回し、見過ごすこと
がないよう全職員に注意している。

8

9

5

10

※

11

○虐待の防止の徹底
　管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や
事業所内で虐待が見過ごされることがない
よう注意を払い、防止に努めている

0

○運営推進会議を活かした取り組み
　運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について報
告や話し合いを行い、そこでの意見をサー
ビス向上に活かしている

0

直前の運営推進会議において、地域の方より散歩
の時間を午後２時～５時までにしたら、子供たち
の下校時と重なり、子供の見守り隊の役目にもな
るとの意見があったので、今後こういった意見も
参考にしながらサービスの向上に役立てたい。

0

0

0

0

0

○権利擁護に関する制度の理解と活用
　管理者や職員は、地域権利擁護事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、必要な人に
はそれらを活用できるよう支援している

※

6

○市町村との連携
　事業所は、市町村担当者と運営推進会議
以外にも行き来する機会をつくり、市町村
とともにサービスの質の向上に取り組んで
いる

制度が必要な利用者にはこれらを活用できるよう
支援したい。

0
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
入居契約時には十分な時間をとって説明しており、入
居されてからも疑問点を尋ねやすいような配慮をして
いる。

(自己評価)
運営推進会議に利用者の一部に出席をしていただいて
いるが、意見などは少ない。何回か出席することに
よって意見や不満などが出てくるのではないかと思
う。

(自己評価)
利用者の暮らしぶりなどは、毎月のお便りの中で、比
較的詳しく報告している。金銭面については預かり金
の残高を毎月の手紙で報告しているし、預かり金入金
の都度各人の出納簿を確認して貰い、確認のサインを
頂いている。

(外部評価)
利用者の暮らしぶりや健康状態は、毎月各利用者の担
当職員から家族あてに手紙で報告している。ホームが
預かっている金銭は利用者ごとに出納帳を作り、家族
の来訪時に確認・署名してもらい、領収書を手渡して
いる。

(自己評価)
外部評価もその機会の一つである。家族会や運営推進
会議にはご家族も出席していただいているので、職員
や外部に意見等を表わせ易い環境を作っている。意見
等があれば職員に報告し、運営に反映させている。

(外部評価)
家族の意見は面会時、運営推進会議や行事への参加
時、年２回の家族会等から把握し、運営に反映させて
いる。内部及び外部の苦情相談窓口は文書に明記し、
家族にも説明している。

15

14

12

４．理念を実践するための体制

7

○家族等への報告
　事業所での利用者の暮らしぶりや健康状
態、金銭管理、職員の異動等について、家
族等に定期的及び個々にあわせた報告をし
ている

○運営に関する家族等意見の反映
　家族等が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

0 0

8

0 0

※
不満、苦情についての意見は少ないので、より言
いやすい環境を考える。

0

0 0

0 0

○契約に関する説明と納得
　契約を結んだり解約をする際は、利用者
や家族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映
　利用者が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

0

13

愛媛県社会福祉協議会　利用者支援班29



愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
職員間の口頭でのやり取りの一部が取り入れられ、反
映されてる。

(自己評価)
業務や行事を合わせて、出来るだけ柔軟な対応が出来
るように、また十分な見守り援助が出来るように勤務
調整をしている。

(自己評価)
出来るだけ利用者にダメージがないようにユニットの
職員とも相談して異動している。

(外部評価)
常勤職員の離職や異動は少なく、利用者が概ね馴染み
の職員の支援を継続して受け続けられる体制がある。
利用者には担当職員が主に対応するため、異動時も全
職員が支援するのに比べてダメージも少ない。

(自己評価)
勤務経験を考慮し、本人の意見も確認しながら研修を
受ける機会を確保している。

(外部評価)
運営者は職員の育成には研修が重要と考えており、外
部研修への参加を推進している。外部研修への参加は
出張扱いとし、研修後はホーム内での報告を行ってい
る。内部での勉強会は３か月に１回程度、年間計画に
組み入れて実施している。責任者会議、ユニット会
議、ケア会議等でのミニ学習もある。

9

19 10

18

○職員の異動等による影響への配慮
　運営者は、利用者が馴染みの管理者や職
員による支援を受けられるように、異動や
離職を必要最小限に抑える努力をし、代わ
る場合は、利用者へのダメージを防ぐ配慮
をしている

○職員を育てる取り組み
　運営者は、管理者や職員を段階に応じて
育成するための計画をたて、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

0 0

0 0

0 0

※

急な入院時など、どうしても職員の都合がつかな
い場合は他の部門の職員やフリーの職員がいるた
め、融通が利きやすい。この体質を最大限に利用
したい。

※
移動の際、看護師がいないユニットに優先して看
護師を異動するようにしている。

17

○柔軟な対応に向けた勤務調整
　利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟
な対応ができるよう、必要な時間帯に職員
を確保するための話し合いや勤務の調整に
努めている

○運営に関する職員意見の反映
　運営者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

16 ※
個別に意見提案が出来る工夫が必要と考えてい
る。個人面談が出来ない場合は書面で提案できる
ようにする。

５．人材の育成と支援
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
愛媛県グループホーム連絡協議会の総会などには職員
が必ず出席をし、同業者との交流を図っている。同協
議会の研修会などにも順番に参加し、サービスの質の
向上に取り組んでいる。

(外部評価)
医療機関を運営母体とするグループホーム同士の交流
会があり、３～４か月に１回事例検討会を行ってい
る。交流会での学びを各ホームの質向上に役立ててい
る。

(自己評価)
今年度初めて職員の親睦会を発足させた。この親睦会
を通してストレスを発散できる機会を作っている。

(自己評価)
資格試験などを受験し易い環境を作り、日程について
も最大限考慮してくれている。

(自己評価)
利用者本人よりもご家族との関係になっている場合が
多い。

(自己評価)
家族からの相談は納得いくまで聴くようにしている。
また確認事項については入居前に必ず行っている。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

0

本人との信頼関係をもっと作るよう努力したい。

20 11

○同業者との交流を通じた向上
　運営者は、管理者や職員が地域の同業者
と交流する機会を持ち、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みを
している

23

○初期に築く本人との信頼関係
　相談から利用に至るまでに本人が困って
いること、不安なこと、求めていること等
を本人自身からよく聴く機会をつくり、受
けとめる努力をしている

※

024

○初期に築く家族との信頼関係
　相談から利用に至るまでに家族等が困っ
ていること、不安なこと、求めていること
等をよく聴く機会をつくり、受けとめる努
力をしている

21

○職員のストレス軽減に向けた取り組み
　運営者は、管理者や職員のストレスを軽
減するための工夫や環境づくりに取り組ん
でいる

職員が率先して資格試験を受けるよう指導してい
る。

22

○向上心を持って働き続けるための取り組
み
　運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を
持って働けるように努めている

※

0 0

※
昨年度は法人が経費を出してボーリング大会を開
催した。職員の評判が良かったので、恒例化する
ことにしている。

0 0
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
在宅で受けていたサービス情報、又、その時の担当者
から意見を聞いたりしながら、入居生活に満足いただ
けるかどうか見極めるようにしている。

(自己評価)
部屋が空いているときは試しに泊まっていただき、ご
家族も納得の上での入居をお願いしている。同敷地内
にあるデイサービスからの入居の場合は比較的スムー
ズに入居されている。慣れるまで毎日訪問されている
ご家族もいる。

(外部評価)
前もって家族から情報を得た上で対応するよう心がけ
ている。入居前に敷地内のデイサービスを利用するな
どの工夫をしながら、ホームでの生活の雰囲気に早く
馴染めるよう努めている。

(自己評価)
本人の思いに気づいたら、他の職員に申し送ってい
る。職員はつらい時も利用者の笑顔に支えられてい
る。

(外部評価)
利用者とともに料理の下ごしらえ、食事の片づけ、洗
濯物たたみ等を行っている。また、ホーム庭での食事
会、外食、花見等を一緒に楽しんでいる。利用者の笑
顔に励まされることもある。

(自己評価)
利用者本人とご家族は一体の関係であるので、常にご
家族と一緒に本人を支えたり、楽しんだりする関係を
作る努力をしている。

○馴染みながらのサービス利用
　本人が安心し、納得した上でサービスを
利用するために、サービスをいきなり開始
するのではなく、職員や他の利用者、場の
雰囲気に徐々に馴染めるよう家族等と相談
しながら工夫している

0 0

0

26 12

27

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

13

※
出来るだけ喜怒哀楽を共にし、信頼関係を築いて
いきたい。

0 0

○本人と共に過ごし支えあう関係
　職員は、本人を介護される一方の立場に
おかず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共
にし、本人から学んだり、支えあう関係を
築いている

0

028

○本人を共に支えあう家族との関係
　職員は、家族を支援される一方の立場に
おかず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を
支えていく関係を築いている

0

25

○初期対応の見極めと支援
　相談を受けた時に、本人と家族が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

0 0
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
在宅での生活から必要な情報はしっかり聴取してい
る。一歩離れたところからの介護で家族の負担が軽減
できるよう支援している。

(自己評価)
馴染みの人からの電話や手紙など、その関係が継続で
きるように配慮している。馴染みの人が訪ねてきたと
きは、笑顔で本人に名前を告げ、会わせるよう努めて
いる。

(自己評価)
仲の良い利用者については出来るだけ邪魔をしないよ
うにして、一人でいる利用者には孤立感を与えないよ
うに話しかけている。

(自己評価)
一時入院した利用者については退院に向け、ご家族や
関係機関と情報交換をしている。

(自己評価)
カンファレンスを通じて意向を確認する。本人に確認
できない場合にはご家族と相談している。

(外部評価)
朝のラジオ体操、花壇の水やりや草ひき、掃除等、各
利用者の生活リズムにそった支援をしている。また、
一人ひとりの生活パターンを尊重した対応に努めてい
る。

32

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

1433

0 0

0 0

○関係を断ち切らない取り組み
　サービス利用（契約）が終了しても、継
続的な関わりを必要とする利用者や家族に
は、関係を断ち切らないつきあいを大切に
している

※

○思いや意向の把握
　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意
向の把握に努めている。困難な場合は、本
人本位に検討している

出来れば馴染みの場所へも連れて行ってあげた
い。

0

年賀状などご迷惑にならない程度の交流はしたい
と思う。

31

○利用者同士の関係の支援
　利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるように努めている

0

30

○馴染みの人や場との関係継続の支援
　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支援
に努めている

※

29

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援
　これまでの本人と家族との関係の理解に
努め、より良い関係が築いていけるように
支援している

0 0
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
フェースシートに詳細を調査し、記入している。入居
された後でも少しづつこれまでの生活を聴く機会を持
つようにしている。

(自己評価)
一人ひとりの世界を大切に、出来るだけその人のペー
スに沿って過ごして貰えるようにしている。

(自己評価)
ユニットの職員だけでなく、本人、家族に確認しなが
ら介護計画を作成している。

(外部評価)
利用者の担当職員が中心になって話し合いを行い、個
別性のある介護計画を作成している。話し合いには職
員のほか可能な範囲で利用者本人や家族も参加してい
る。

(自己評価)
状態の変化に応じて、的確な時期の見直しが出来るよ
う介護計画を見直している。

(外部評価)
利用者の状況が変化した時には介護計画の見直しを
行っている。特に変化がない場合でも１か月に１回程
度は計画の見直しが必要かどうかのチェックをしてい
る。

37 16

15

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

○チームでつくる利用者本位の介護計画
　本人がより良く暮らすための課題とケア
のあり方について、本人、家族、必要な関
係者と話し合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映した介護計画を作成している

36

0 0

0 0

○現状に即した介護計画の見直し
　介護計画の期間に応じて見直しを行うと
ともに、見直し以前に対応できない変化が
生じた場合は、本人、家族、必要な関係者
と話し合い、現状に即した新たな計画を作
成している

0 0

0 0

○これまでの暮らしの把握
　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用の
経過等の把握に努めている

0 0

0 0

○暮らしの現状の把握
　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状を総合的に把握する
ように努めている

34

35
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
誰が見ても分かりやすく、介護計画に活かせるように
色分け表示をしている。

(自己評価)
受診介助、健康相談など、そのときの要望に応じて柔
軟に対応している。

(外部評価)
ホームは受診の支援、入退院の連絡調整や入院中の情
報収集、家族の急な宿泊等、利用者や家族の状況に応
じた柔軟な支援をしている。

(自己評価)
地域の学校、警察、消防署等の協力を得ながら支援し
ている。

(自己評価)
その人にとって家族にとって、その必要性に応じた相
談が出来るようにしている。

(自己評価)
運営推進会議等を通じて協働している。運営会議推進
には毎回出席していただいている。

1739

38

３．多機能性を活かした柔軟な支援

○事業所の多機能性を活かした支援
　本人や家族の状況、その時々の要望に応
じて、事業所の多機能性を活かした柔軟な
支援をしている

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

40

0

0 0

0 0

42

○地域包括支援センターとの協働
　本人の意向や必要性に応じて、権利擁護
や総合的かつ長期的なケアマネジメント等
について、地域包括支援センターと協働し
ている

0

○地域資源との協働
　本人の意向や必要性に応じて、民生委員
やボランティア、警察、消防、文化・教育
機関等と協力しながら支援している

41

○他のサービスの活用支援
　本人の意向や必要性に応じて、地域の他
のケアマネジャーやサービス事業者と話し
合い、他のサービスを利用するための支援
をしている

0 0

0 0

○個別の記録と実践への反映
　日々の様子やケアの実践・結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる

0 0
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
本人、家族、介護職員が安心できるように、又、適切
な医療が受けられるように配慮している。

(外部評価)
利用者や家族が希望するかかりつけ医の受診を支援し
ている。基本的には職員同行の受診であるが、受診が
長時間に及ぶ場合は家族が同行し、ホームで送迎をし
ている。利用者の状況に合わせて往診も行っている。
夜間も医師がすぐ駆けつけられる体制がある。

(自己評価)
認知症専門医との研修会で学習したり、必要に応じて
受診もしている。当ホームの理事長である院長も物忘
れ外来をしているし、ほとんど毎日ホームに来ている
ので、よく相談をしている。

(自己評価)
ユニットに一人以上の看護職員を配置しているので、
支援については問題ない。

(自己評価)
介護要約や主治医との情報交換により、安心して入院
治療が受けられるように配慮している。

(自己評価)
重度化した指針を入居時から説明し、家族会等の際に
も折に触れ説明している。

(外部評価)
重度化や終末期は利用者や家族の意向を尊重しながら
対応について話し合っている。

47 19

46

43

○認知症の専門医等の受診支援
　専門医等認知症に詳しい医師と関係を築
きながら、職員が相談したり、利用者が認
知症に関する診断や治療を受けられるよう
支援している

0 0

○重度化や終末期に向けた方針の共有
　重度化した場合や終末期のあり方につい
て、できるだけ早い段階から本人や家族等
ならびにかかりつけ医等と繰り返し話し合
い、全員で方針を共有している 0

○早期退院に向けた医療機関との協働
　利用者が入院した時に安心して過ごせる
よう、また、できるだけ早期に退院できる
ように、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。あるいは、そうした場合に備
えて連携している

※
ご家族の最大の関心事なので、しっかり説明をし
ていきたい。

0

0 0

※
ユニットに一人以上の看護職員の配置は守ってい
きたい。

○看護職との協働
　利用者をよく知る看護職員あるいは地域
の看護職と気軽に相談しながら、日常の健
康管理や医療活用の支援をしている

44

45

0 0

18

0 0

○かかりつけ医の受診支援
　本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
看護職員を中心にかかりつけ医との連携を密に対応し
ている。又、重度化してからの状態変化にも対応でき
るようにチームで検討している。

(自己評価)
別のグループホームや特別養護老人ホームなどに移る
場合、これまでのケアに関して情報を提供し、本人や
ご家族が安心できるように話合っている。又、住み替
え後も情報交換している。

(自己評価)
職員については誓約書にて個人情報の取り扱いについ
て確認している。利用者については個人情報の取り扱
いについて同意書で確認を取っている。

(外部評価)
さりげない食事介助や小声での排泄確認等、利用者の
プライドを大事にした支援をしている。記録類はプラ
イバシーに留意し、保管・管理が適切にできている。

(自己評価)
本人に希望などを聞く場合はゆっくりと確認できる速
度で話すように心がけている。

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○重度化や終末期に向けたチームでの支援
　重度や終末期の利用者が日々をより良く
暮らせるために、事業所の「できること・
できないこと」を見極め、かかりつけ医と
ともにチームとしての支援に取り組んでい
る。あるいは、今後の変化に備えて検討や
準備を行っている

0

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

○プライバシーの確保の徹底
　一人ひとりの誇りやプライバシーを損ね
るような言葉かけや対応、記録等の個人情
報の取り扱いをしていない

20

0 0

※
言葉が聞き取りにくい方もいるが、一生懸命聞い
て理解しようとしている。

0

51

○利用者の希望の表出や自己決定の支援
　本人が思いや希望を表せるように働きか
けたり、わかる力に合わせた説明を行い、
自分で決めたり納得しながら暮らせるよう
に支援をしている

50

0

※ 新入職員には細かく説明をしている。

49

○住み替え時の協働によるダメージの防止
　本人が自宅やグループホームから別の居
所へ移り住む際、家族及び本人に関わるケ
ア関係者間で十分な話し合いや情報交換を
行い、住み替えによるダメージを防ぐこと
に努めている

0

48
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
食事時間は一応きめられているが、朝食などは起きる
時間がまちまちなので本人の時間に合わせている。

(外部評価)
職員は利用者の生活リズムや一日をどう過ごしたいか
を大切にした支援をしており、一人ひとりの思いを聞
きながら対応している。また、職員は利用者へのケア
でお互いに気になる言動があれば、注意し合ってい
る。

(自己評価)
ほとんどの方は出張理美容を利用されているが、ご家
族と外出して美容院に行かれている方もいる。病気の
とき以外は寝巻きで一日過ごすことのないようにして
いる。

(自己評価)
後片付けは一緒にしていただける方がいる。元気な方
にはなるべくお手伝いをお願いするようにしている。

(外部評価)
職員は経口摂取を大事と考え、時間がかかっても自力
で食べられる利用者を見守り、状態に応じてきざみ食
で対応するなど配慮している。美味しく食べられるよ
う献立や味付けにも工夫し、時折ホームの庭での食事
会も行っている。また、料理の下ごしらえや片付けも
利用者とともに行っている。

(自己評価)
嗜好品については一人ひとりが楽しめるよう支援して
いる。

※
利用者の食べたいものを聞いたりする機会をもっ
と増やしたい。

0 0

○食事を楽しむことのできる支援
　食事が楽しみなものになるよう、一人ひ
とりの好みや力を活かしながら、利用者と
職員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

52

0 0

21

0 0

※
一人ひとりに今日は何をしたいかを聞く習慣をつ
けたい。

0

55

○本人の嗜好の支援
　本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たば
こ等、好みのものを一人ひとりの状況に合
わせて日常的に楽しめるよう支援している

22

0

54

53

○身だしなみやおしゃれの支援
　その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援し、理容･美容は本人の望む
店に行けるように努めている

○日々のその人らしい暮らし
　職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、そ
の日をどのように過ごしたいか、希望に
そって支援している
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
一人ひとりの排泄パターンを把握して、介護計画に反
映できるようにしている。又、計画に入っていなくて
もチェック票を使って確認している。

(自己評価)
体調や一人ひとりのタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように支援している。

(外部評価)
利用者の希望にそった入浴支援をしている。入浴を望
まない場合でも３日に１回程度は入浴できるよう配慮
している。介護度の高い利用者にはリフト使用での入
浴も可能である。

(自己評価)
一人ひとりの生活のリズムに合わせて休息をとれるよ
う支援している。

(自己評価)
常に生活歴を参考にした支援をしている。例えば華道
をしていた方は、敷地内のデイサービスで毎月のよう
に行われるフラワーアレンジメントに参加していただ
くなどしている。

(外部評価)
職員はアートフラワー、花壇の水やりや草ひき、近く
の喫茶店でのひととき、料理の下ごしらえ、掃除、洗
濯物たたみ等、利用者の気晴らしや役割をともに楽し
みながら支援している。

57

59

○入浴を楽しむことができる支援
　曜日や時間帯を職員の都合で決めてしま
わずに、一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて、入浴を楽しめるように支援して
いる

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援
　張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ
うに、一人ひとりの生活歴や力を活かした
役割、楽しみごと、気晴らしの支援をして
いる

○安眠や休息の支援
　一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、安心して気持ちよく休息したり
眠れるよう支援している

24

23

※

0

※
一人ひとりの役割や楽しみごとを引き出す努力を
する必要がある。

0 0

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

58 0

0 0

0 0

タイミングよく声をかけて排泄を促し、オムツの
使用を減らしたい。

56

○気持よい排泄の支援
　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして気持ちよく排泄できるよう支援して
いる
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
お金の管理が出来る方には所持していただき、定期的
に来る店の果物など自由に買って貰っている。管理が
出来ない方は預かっているお小遣いで買い物をして
貰っている。

(自己評価)
戸外に出かける機会を持てるように計画を立てて実施
している。ご家族が来られたとき、よく外出される利
用者もいる。

(外部評価)
車いすの利用者も一緒に買物やドライブ、喫茶店へ出
かけることもあるが、一人ひとりのその日の希望に
そった外出支援は十分ではない。

(自己評価)
墓参りなどご家族と一緒に出かけられる方は多い。行
きたいところを訴える利用者は少ないので、初詣、椿
まつりなど、こちらで計画して、希望者を募って出か
けるようにしている。

(自己評価)
電話の子機を使って自ら電話されている方もいる。手
紙の支援は個別にしている。

(自己評価)
訪問についてはオープンで、面会時間についても制限
は特に設けていないので、家族はもちろん知人、友人
の方たちが予約なしで突然訪れている。

60

61 25

○日常的な外出支援
　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひと
りのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援している

○お金の所持や使うことの支援
　職員は、本人がお金を持つことの大切さ
を理解しており、一人ひとりの希望や力に
応じて、お金を所持したり使えるように支
援している

064

○家族や馴染みの人の訪問支援
　家族、知人、友人等、本人の馴染みの人
たちが、いつでも気軽に訪問でき、居心地
よく過ごせるよう工夫している

0

故郷めぐりなど計画していきたい。

63

○電話や手紙の支援
　家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

0 0

62

○普段行けない場所への外出支援
　一人ひとりが行ってみたい普段は行けな
いところに、個別あるいは他の利用者や家
族とともに出かけられる機会をつくり、支
援している

※

※ もっと外出の機会を増やすよう考えたい。

※

利用者が戸外の気持ちよさや季節感を感じながら
生き生きと過ごすことを支援するためにも、近く
の店舗への買い物やホームの敷地内を花壇や菜園
を眺めながら散歩する等、さらに戸外に出かける
機会づくりの工夫を期待する。

0 0
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
身体拘束廃止委員会を年１回開催し、やむを得ず拘束
が必要と思われる場合は主治医等に意見を聞き、ご家
族の承認を得て行っている。

(自己評価)
居室には鍵がないので、かけることは一切ない。夜勤
者一人の場合などやむを得ない場合は命の危険を伴う
ため、ユニットの入り口に鍵をかけることはある。

(外部評価)
職員は鍵をかけないことの意義を理解し、玄関には日
中鍵をかけていない。利用者が一人で外を出歩いてい
ると、同じ敷地内のデイサービスの職員や近所の住民
が知らせてくれる。

(自己評価)
職員はホールで利用者の所在が確認できる場所に居て
様子を把握し、安全に配慮している。

(自己評価)
注意の必要な物品を必要なときに出して使えるように
したり、職員が見守りながら使って貰うようにしてい
る。

(自己評価)
気づきノートや事故報告書から防止策を検討し、事故
防止に取り組んでいる。

2666

67

68

（４）安心と安全を支える支援

○事故防止のための取り組み
　転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を
防ぐための知識を学び、一人ひとりの状態
に応じた事故防止に取り組んでいる

○鍵をかけないケアの実践
　運営者及び全ての職員が、居室や日中玄
関に鍵をかけることの弊害を理解してお
り、鍵をかけないケアに取り組んでいる

○注意の必要な物品の保管・管理
　注意の必要な物品を一律になくすのでは
なく、一人ひとりの状態に応じて、危険を
防ぐ取り組みをしている

○利用者の安全確認
　職員は本人のプライバシーに配慮しなが
ら、昼夜通して利用者の所在や様子を把握
し、安全に配慮している

※
居室内での転倒について防ぐ方法を考える必要が
ある。

69

0

0 0

0 0

0

0 0

65

○身体拘束をしないケアの実践
　運営者及び全ての職員が「介護保険法指
定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

0 0
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
消防署の協力を得て応急手当講習会を行っている。
看護職員や主治医の協力が常に得られるため、安心感
はある。

(自己評価)
避難訓練や火災訓練は年３回は実施している。地域の
人々への協力の働きかけは運営推進会議で度々行って
いる。緊急連絡網に承諾を得て、町内会長の電話番号
を入れている。

(外部評価)
年に３回、夜間想定も含めた避難訓練を行っている。
ホームは地域の自主防災会に入会し、消防署の防災
トークにも参加している。ホームのある敷地の庭は広
く、地域の避難場所にもなっている。災害時連絡網の
中に町内会長も入っている。

(自己評価)
手紙やご家族の来訪時にリスクについて詳しく説明し
ている。

(自己評価)
体調の変化はどの職員も早期に発見でき、その都度主
治医と相談して対処している。異常があった場合は記
録にも残し、職員全員が目を通すようにしている。

(自己評価)
服薬シートで薬の効用、副作用など種々の注意事項を
含めて理解できるように工夫している。

71 27

○災害対策
　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を身につ
け、日ごろより地域の人々の協力を得られ
るよう働きかけている

○急変や事故発生時の備え
　利用者の急変や事故発生時に備え、全て
の職員が応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行っている

0074

○服薬支援
　職員は、一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量について理解し
ており、服薬の支援と症状の変化の確認に
努めている

0

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

72

○リスク対応に関する家族等との話し合い
　一人ひとりに起こり得るリスクについて
家族等に説明し、抑圧感のない暮らしを大
切にした対応策を話し合っている

73

○体調変化の早期発見と対応
　一人ひとりの体調の変化や異変の発見に
努め、気付いた際には速やかに情報を共有
し、対応に結び付けている

0

0 0

※
新しい職員も入ってくるので、定期的に訓練をす
る必要がある。

0 0

0 0

70
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
ヨーグルト、牛乳など便秘改善のための援助を行って
いるが、必要に応じて緩下剤を使用することもある。

(自己評価)
食後はどの利用者も口腔内の清潔のため歯磨きや洗浄
をしている。又、必要に応じ歯科受診により、いつま
でも美味しく口から食事が摂取できるよう支援してい
る。

(自己評価)
体重測定をしたり定期的な健康診断により、出来るだ
け良好な栄養状態が保てるよう支援している。食事や
水分の摂取量は毎日チェックし、１日に取る摂取量を
確保している。

(外部評価)
食べる量や水分量を毎回チェックしている。一人ひと
りの状態に合わせてミキサー食やきざみ食にしたり、
利用者の力量に応じた介助をしている。献立の栄養バ
ランスは運営法人内の栄養士がチェックしている。

(自己評価)
年間を通じて対処している。衛生管理マニュアルに
沿って対応している。数年前のノロウィルスの発生に
より、保健所からの厳しい指導があってから掃除や消
毒を怠らないようにしている。

(自己評価)
台所はもちろん、まな板、布きん、食器、包丁等の消
毒を徹底している。必要以上に生鮮食品を購入しない
ようにしている。又、賞味期限等を確認して食品を保
存している。

28

○栄養摂取や水分確保の支援
　食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状
態や力、習慣に応じた支援をしている

○便秘の予防と対応
　職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、予防と対応のための飲食物の工夫や身
体を動かす働きかけ等に取り組んでいる

77

79

○食材の管理
　食中毒の予防のために、生活の場として
の台所、調理用具等の衛生管理を行い、新
鮮で安全な食材の使用と管理に努めている

0

0 0

0

0

78

○感染症予防
　感染症に対する予防や対応の取り決めが
あり、実行している（インフルエンザ、疥
癬、肝炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

0

ヨーグルトや牛乳の他に便秘に良い食材なども検
討し、取り入れたい。

0

0 0

76

○口腔内の清潔保持
　口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた
支援をしている

※

0

75
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
外部評価員から指摘されていた建物やユニット名前と
配置図を門に表示したところ、目的の場所に行き易く
なったと言われている。門に鍵がかかっていないの
で、家族や近隣の方も気軽に立ち寄っていただいてい
る。

(自己評価)
利用者にとって出来るだけ居心地の良い馴染める空間
となるよう、不快な音や光を無くし、季節の花などを
生けたりしている。

(外部評価)
随所に空気清浄機を設置し、気になる匂いはない。共
用空間はゆったりしており、居間は家庭的なソファや
棚、絵画、時計等が飾られ、畳の間もあるくつろげる
空間となっている。浴室、トイレ等は朝夕塩素系漂白
剤で拭いており清潔である。

(自己評価)
机やソファーを何箇所にも分けて置いているので、一
人で座ったり、気の合う者同士が座ったり、思い思い
に過ごせるよう工夫をしている。

(自己評価)
居室については使い慣れたタンスや机などを持ち込ん
で貰っている。新しい物については本人やご家族と相
談して居心地よく過ごせるような物を入れている。

(外部評価)
居室は利用者の使い慣れたいすや小ダンス、時計、お
気に入りのぬいぐるみ等が持ち込まれ、居心地よく過
ごせる部屋になっている。仏壇を居室に置き、お供え
や線香をあげる利用者もいる。畳の居室も２室ある。

81 29

83

○居心地のよい共用空間づくり
　共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、
食堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとっ
て不快な音や光がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮
　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

30

82

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり
　共用空間の中には、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

0 0

※
居室に調度品等が少なく淋しいところについて
は、生活感がでるよう何か考えてみたい。

0 0

0 0

0 0

0

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

80

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫
　利用者や家族、近隣の人等にとって親し
みやすく、安心して出入りができるよう
に、玄関や建物周囲の工夫をしている

0
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
各居室及びホール、トイレに空気清浄器を配置してい
る。インフルエンザ等の感染症予防のためもあり、換
気には十分気をつけている。

(自己評価)
ホール、トイレ等には手すりをくまなく配置してあ
り、車椅子の利用者でもホール内を自走して移動でき
るような十分な空間がある。

(自己評価)
自分の居室が分かるよう大きく名札を貼り付けている
し、トイレなども分かりやすいような表示がしてあ
る。

(自己評価)
広い敷地に花壇、野菜畑があり、その他のスペースも
ゆったりとしているので敷地内でも散歩が楽しめる。
椅子やソファーもいたるところにあり、日向ぼっこや
おしゃべりをしたりして楽しんでいる。

(注)

２　全ての自己評価又は外部評価の項目に関し、具体的に記入すること。

0

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

84

○換気・空調の配慮
　気になるにおいや空気のよどみがないよ
う換気に努め、温度調節は、外気温と大き
な差がないよう配慮し、利用者の状況に応
じてこまめに行っている

85

１　　　　　　部分は自己評価と外部評価の共通評価項目。

○身体機能を活かした安全な環境づくり
　建物内部は一人ひとりの身体機能を活か
して、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

0

0

※
夏の期間、日陰がまだまだ少ないので、何か工夫
して日陰を作りたい。

86

○わかる力を活かした環境づくり
　一人ひとりのわかる力を活かして、混乱
や失敗を防ぎ、自立して暮らせるように工
夫している

87
○建物の外周りや空間の活用
　建物の外周りやべランダを利用者が楽し
んだり、活動できるように活かしている

0 0

0
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1 ほぼ全ての利用者の
② 利用者の２/３くらいの
3 利用者の１/３くらいの
4 ほとんど掴んでいない
① 毎日ある
2 数日に１回程度ある
3 たまにある
4 ほとんどない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
1 ほぼ全ての利用者が
② 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
1 ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
④ ほとんどいない
1 ほぼ全ての利用者が
② 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
1 ほぼ全ての利用者が
② 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
1 ほぼ全ての家族と
② 家族の２/３くらいと
3 家族の１/３くらいと
4 ほとんどできていない
1 ほぼ毎日のように
② 数日に1回程度
3 たまに
4 ほとんどない

(自己
 評価)

92

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で
不安なく過ごせている

(自己
 評価)

ホールではほぼ不安なく過ごせているが、居室での転倒など不安のある方が
いる。

94

89

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らし
ている

91
利用者は、職員が支援することで生き生
きした表情や姿がみられている

Ⅴ．サービスの成果に関する項目

項　　目

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

取　り　組　み　の　成　果
（該当する箇所を○印で囲むこと）

判断した具体的根拠

勤務日数が少ない職員以外は利用者のさまざまな意向を掴んでいる。新しい
職員については時間が経つにつれて掴んでくる。

支援の仕方で変化するとは思うが、重度の利用者については表情が変わりに
くい。

起床時間、食事の時間、お風呂の回数などなるべく一人ひとりのペースに合
わせるようにしている。

(自己
 評価)

利用者は、戸外の行きたいところへ出か
けている

(自己
 評価)

職員が計画して出かけるとき以外はほとんど出かけることがない。ご家族と
出かけることはある。

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ご
す場面がある

(自己
 評価)

(自己
 評価)

グループホームの良さであり、一緒に歌を歌ったり、おしゃべりをする時間
を毎日作っている。

(自己
 評価)

職員が１人～２人の時間帯などは柔軟な支援が出来ない場合がある。

95
職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている

(自己
 評価)

新入職員や一部の職員については信頼関係がまだ出来ていない。

利用者は、その時々の状況や要望に応じ
た柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる

96
通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている

(自己
 評価)

２日に１回訪れるご家族もいるが、めったに訪問者のない入居者もいるの
で、平均すると数日に１回程度になる。
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項　　目
取　り　組　み　の　成　果

（該当する箇所を○印で囲むこと）
判断した具体的根拠

1 大いに増えている
② 少しずつ増えている
3 あまり増えていない
4 全くいない
1 ほぼ全ての職員が
2 職員の２/３くらいが
③ 職員の１/３くらいが
4 ほとんどいない
1 ほぼ全ての利用者が
② 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
1 ほぼ全ての家族等が
② 家族等の２/３くらいが
3 家族等の１/３くらいが
4 ほとんどできていない

毎回のように新しい方の出席があり、理解者と応援者は確実に増えている。

収入面とか利用者の状態が悪い方に変化していることなどが影響している。

(自己評価)

97

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりが拡がったり深ま
り、事業所の理解者や応援者が増えてい
る

(自己
 評価)

98 職員は、活き活きと働けている
(自己
 評価)

99
職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う

(自己
 評価)

職員のご家族の反応をみて判断した。

当事業所は地域とのつながりを特に大切にしている。又、利用者はもちろんであるが、全体的にはご家族の多くの方の信頼を得ている。これらのことについては今後
もっと伸ばして行きたい。職員の定着について真剣に研究をしたい。

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

100
職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う

(自己
 評価)

最近利用を始めた方はまだ満足をしていないが、長く入居している利用者の
ご家族は満足されているようである。日頃の言葉や家族会のときの発言で判
断した。
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サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営
１．理念の共有

２．地域との支えあい

３．理念を実践するための制度の理解と活用 　●　　「取組みの事実」は必ず記入すること。

４．理念を実践するための体制

５．人材の育成と支援

  ※用語について

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント   ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含む。
１．一人ひとりの把握
２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し
３．多機能性を活かした柔軟な支援
４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
１．その人らしい暮らしの支援

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

　Ⅴ．サービスの成果に関する項目

記入者（管理者）

氏　名

(ユニット名）

事業所名　

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含む。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含む。

グループホームせと

すみれ

評価完了日

黒田ひとみ・　蔭谷きよみ

平成 19 年 9 月 10 日

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議の上記入すること。

　●　各自己評価項目について、「取組みの事実」を記入し、取組みたいに※を付け、適宜
        その内容を記入すること。

（別表第１の２）

自己評価及び外部評価結果表

 

  ホップ 職員みんなで自己評価!
   ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!
     ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

　　　－サービス向上への３ステップ－
　　　“愛媛県地域密着型サービス評価”

愛媛県社会福祉協議会　利用者支援班48



愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
誰もが馴染みやすい事業所独自の理念を職員が話し
合って作りあげている。

(外部評価)
全職員で話し合ってつくりあげた分かりやすい理念で
ある。また、理念とともに地域密着を含めた運営方針
を明示し、ユニット毎に掲げている。

(自己評価)
理念について話したり、掲示により意識づけている
が、職員全員の意識の中にあるとは考えにくい。実践
の中で、結び付けられるようにケアしていく必要があ
る。

(外部評価)
職員は「明るく、楽しく、穏やかに」という理念の実
践には職員同士の良好な関係が大切と考え、お互いに
思いやりを持って協力的に日頃の業務に取り組んでい
る。しかし、理念を意識したケアや振り返りは十分で
はない。

(自己評価)
地域行事に参加したり、事業所行事に、地域の方が参
加してくださる。運営推進会議も含めて意見交換の機
会が多い。

（別表第１）

○地域密着型サービスとしての理念
　地域の中でその人らしく暮らし続けるこ
とを支えていくサービスとして、事業所独
自の理念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み
　管理者と職員は、理念を共有し、理念の
実践に向けて日々取り組んでいる

1

※

Ⅰ．理念に基づく運営

１．理念と共有

1

2

自 己 評 価 及 び 外 部 評 価 票　　　  　  　　　　　　【セル内での改行は「Alt+Enter」です。】

今以上に入居者家族と地域での暮らしを考えてい
きたい。運営推進会議等がより活用できるとい
い。

3

○家族や地域への理念の浸透
　事業所は、利用者が地域の中で暮らし続
けることを大切にした理念を、家族や地域
の人々に理解してもらえるよう取り組んで
いる

0

2

地域の中での生活が理念にある「穏やかな生活」
につながっていくのだと考えている。そのために
今後も入居者の暮らしを伝えていく機会を多くも
ちたい。

0 0

※
職員全員が日々確認して実践に生かすように、
日々、ひとつひとつのケアに目標をもっていく。

※
管理者と職員が申し送りや会議などの機会をとら
え、理念を意識しながら話し合い、実践に活かし
ていくことを期待する。
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
職員は地域の方にすすんで挨拶するようにしている。
運営推進会議には必ず参加いただき、同じ方だけでな
く、新しく参加してくださる方もある。行事の際、地
域の緊急時に助けを求めたり、退院の挨拶に来てくだ
さることもある。

(自己評価)
地域の一員として役員会に参加し、地域の組織運営に
ついても理解できいる。また地域の行事にも職員が参
加しており、その都度意見交換できている。

(外部評価)
ホームは自治会に入り、役員会にも出席している。地
域の盆踊りの練習や運動会にも参加し、米を地域から
購入する等の自然な交流がある。地域住民はホームの
行事にも気軽に参加し、利用者とともに楽しんでい
る。ホームの藤棚や池は地域のボランティアが作って
くれたものである。

(自己評価)
事業所職員が町内会に出向き、事あるごとに認知症高
齢者の病態や生活について話すようにしている。職員
の若い力、備えている備品等で役立つことがあれば協
力している。

(自己評価)
職員全員が自己評価に取り組み、ひとつひとつ丁寧に
検討して改善に向け努力している。

(外部評価)
運営者、管理者、職員は評価の意義を理解したうえで
自己評価を全職員で行い、日頃のケアの振り返りに役
立ったと考えている。前回の評価を活かした改善にも
全職員で取り組んでいる。

0

外部評価のみでなく、職員それぞれが年間目標を
持ち、それに向かって努力している。年度末には
それを評価していこうと思っている。また職員の
役割に関しても振り返っていく。

0 0

○地域とのつきあい
　事業所は孤立することなく地域の一員と
して、自治会、老人会、行事等、地域活動
に参加し、地元の人々と交流することに努
めている

○評価の意義の理解と活用
　運営者、管理者、職員は、自己評価及び
外部評価を実施する意義を理解し、評価を
活かして具体的な改善に取り組んでいる

3

4

２．地域との支えあい

３．理念を実践するための制度の理解と活用

5

7

4

○隣近所とのつきあい
　管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもらえ
るような日常的なつきあいができるように
努めている

0
地域の方やボラティアの方が気軽に立ち寄り、お
手伝いいただけるような行事を今後も考えたい。
来年は蛍の鑑賞会など・・

0 0

※
地域行事への参加が職員に限られることもある。
地域の方の協力も得ながら、一緒に参加できるよ
うに工夫していく。

06

○事業所の力を活かした地域貢献
　利用者への支援を基盤に、事業所や職員
の状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮
らしに役立つことがないか話し合い、取り
組んでいる

0
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
運営推進会議には入居者・御家族・町内会役員・介護
保険課担当者・地域包括支援センター職員等の参加が
あり、評価結果、活動計画について報告している。ま
た随時意見交換も行っている。推進会議の内容は職員
に伝えて出た意見について話し合うようにしている。

(外部評価)
運営推進会議では避難訓練、行事、家族会等の報告を
し、話し合う中でホームへの理解・協力を得るよう努
めている。会議での意見、提案はサービス向上や運営
に活かしている。

(自己評価)
市町村からの実習を受け入れたり、実務連絡会等に参
加して情報の収集に努めている。また不明な点があれ
ば、その都度相談している。

(外部評価)
地域包括支援センターの職員が度々ホームを訪れ、情
報交換や話し合いが行われている。ホームは市担当者
の研修も受け入れている。

(自己評価)
地域権利擁護事業・成年後見制度について知らない職
員が多かった。そのため、説明のファイルを各ユニッ
トに作成し、いつでも学習できるようにした。入居者
がいる場合は、契約時に活用に関して説明している。

(自己評価)
虐待に関しての記事があれば、回覧でまわして職員で
話し合える機会を作っている。また高齢者虐待防止法
に関する研修会を開いている。職員の言葉使いや対応
については互いに注意し合うようにしている。

※

0

○権利擁護に関する制度の理解と活用
　管理者や職員は、地域権利擁護事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、必要な人に
はそれらを活用できるよう支援している

※

6

○市町村との連携
　事業所は、市町村担当者と運営推進会議
以外にも行き来する機会をつくり、市町村
とともにサービスの質の向上に取り組んで
いる

今後も新しい職員も含めて理解できるまで、学習
会を開催したり、所外研修に参加していきたい。

今後も学習の機会をもっていこうと思う。

もっと御家族の参加を求めていき、意見が出にく
い場合は事前に意見を伺ったり、アンケートに協
力いただく。

0

地域包括支援センターに働きかけ、地域運営会議
を発足していただくことで、居宅のケアマネだけ
でなく、地域密着型サービス事業所と保険者の担
当者も合わせて意見交換していただく機会を設け
てもらうなどしたいと思う。

0

※

11

○虐待の防止の徹底
　管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や
事業所内で虐待が見過ごされることがない
よう注意を払い、防止に努めている

0

○運営推進会議を活かした取り組み
　運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について報
告や話し合いを行い、そこでの意見をサー
ビス向上に活かしている

0

10

58

9
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
十分な時間をとって説明している。入居後も不明な点
があれば、その都度納得いただけるように説明してい
る。特に家族会でその時間をとっている。

(自己評価)
入居者とのコミュニケーションを十分にとって意見を
反映できるようにしている。

(自己評価)
月に１回は暮らしぶりや介護状況について報告してい
る。また健康状態に変化があれば、その都度家族に連
絡している。また面会時には十分に家族とコミュニ
ケーションをもっている。

(外部評価)
利用者の暮らしぶりや健康状態は、毎月各利用者の担
当職員から家族あてに手紙で報告している。ホームが
預かっている金銭は利用者ごとに出納帳を作り、家族
の来訪時に確認・署名してもらい、領収書を手渡して
いる。

(自己評価)
年１～２回の家族会、行事の来訪時、運営推進会議の
際に意見を伺っている。またケアカンファレンスに参
加していただいて、ケアに関する意見をその都度確認
している。

(外部評価)
家族の意見は面会時、運営推進会議や行事への参加
時、年２回の家族会等から把握し、運営に反映させて
いる。内部及び外部の苦情相談窓口は文書に明記し、
家族にも説明している。

13

○契約に関する説明と納得
　契約を結んだり解約をする際は、利用者
や家族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映
　利用者が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

0
やむを得ず解約する場合もあるので、入院など
で、解約の可能性がある場合には今後も改めて説
明する。

0 0

0
職員の移動については家族の来訪時に紹介してい
る。

0 0

※
職員に対して言いにくいことでも、家族同士なら
言い合えることもある。家族同士で話す機会を持
てるように配慮する。

0 0

8

○家族等への報告
　事業所での利用者の暮らしぶりや健康状
態、金銭管理、職員の異動等について、家
族等に定期的及び個々にあわせた報告をし
ている

○運営に関する家族等意見の反映
　家族等が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

7

４．理念を実践するための体制

15

14

12
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
業務カンファレンスにて意見を出し合い、責任者会議
でまとめて検討し、場合によっては法人全体の運営会
議にかけて全体で検討している。

(自己評価)
勤務表を作成する際に行事や研修を先に位置づけ、柔
軟に勤務調整ができるように配慮している。緊急時に
は法人代表である医師、看護師の協力が得られ、安心
できる。

(自己評価)
なるべく馴染みの関係作りができるように必要最小限
にしている。ユニット責任者や計画作成担当者の移動
がないため、ダメージは少ない。

(外部評価)
常勤職員の離職や異動は少なく、利用者が概ね馴染み
の職員の支援を継続して受け続けられる体制がある。
利用者には担当職員が主に対応するため、異動時も全
職員が支援するのに比べてダメージも少ない。

(自己評価)
新人スタッフには段階を追って研修ができるプログラ
ムをつくっている。介護マニュアルもあるので、参考
にできる。ユニット長が教育担当者としているが、必
要に応じて、管理者や介護支援専門員が協力してい
る。

(外部評価)
運営者は職員の育成には研修が重要と考えており、外
部研修への参加を推進している。外部研修への参加は
出張扱いとし、研修後はホーム内での報告を行ってい
る。内部での勉強会は３か月に１回程度、年間計画に
組み入れて実施している。責任者会議、ユニット会
議、ケア会議等でのミニ学習もある。

５．人材の育成と支援

16 ※ 時間をみつけて個人面談も考える。

17

○柔軟な対応に向けた勤務調整
　利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟
な対応ができるよう、必要な時間帯に職員
を確保するための話し合いや勤務の調整に
努めている

○運営に関する職員意見の反映
　運営者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

0 0

※
介護計画やケア経過が密に記載することでダメー
ジを最小限にする。

0 0

0
できるだけ研修に参加できる体制を考慮してい
る。

0 0

○職員の異動等による影響への配慮
　運営者は、利用者が馴染みの管理者や職
員による支援を受けられるように、異動や
離職を必要最小限に抑える努力をし、代わ
る場合は、利用者へのダメージを防ぐ配慮
をしている

○職員を育てる取り組み
　運営者は、管理者や職員を段階に応じて
育成するための計画をたて、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

18

19 10

9
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
行事ごとに互いに招待しあったり、少ない人数での認
知症の事例検討会を専門医を中心として実施してい
る。そこで交流が持てる。また他事業所の開設前に研
修を受け入れたりして、相互に交流している。

(外部評価)
医療機関を運営母体とするグループホーム同士の交流
会があり、３～４か月に１回事例検討会を行ってい
る。交流会での学びを各ホームの質向上に役立ててい
る。

(自己評価)
事業所独自に「親睦会」を結成し、法人側からのバッ
クアップもある。喫煙者の喫煙場所の確保、休憩室や
会議室の確保などできている。個人の悩みについては
その都度相談に載るようにしている。

(自己評価)
さまざまな年齢や基本職種もあるので、思いを把握す
ることは難しい。しかし介護していての喜びや達成感
は共に共有するようにしている。

(自己評価)
できるだけ入居前から詳しい情報を得るようにしてい
る。場合によっては自宅に訪問することもある。特に
初回のカンファレンスにはできるだけ本人・家族にも
参加していただくようにしている。

(自己評価)
特に御家族が不安なことを重点的に確認するようにし
ている。

0 0

0 0

※
厳しい介護現場でのストレスマネジメントは永遠
の課題である。互いの悩みを話し合える仲間づく
りを大切にしたい。

21

○職員のストレス軽減に向けた取り組み
　運営者は、管理者や職員のストレスを軽
減するための工夫や環境づくりに取り組ん
でいる

年度末に予定している業務目標の自己評価の際に
個人面談を行い、１年間に成長したことを話し合
う。

22

○向上心を持って働き続けるための取り組
み
　運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を
持って働けるように努めている

※

024

○初期に築く家族との信頼関係
　相談から利用に至るまでに家族等が困っ
ていること、不安なこと、求めていること
等をよく聴く機会をつくり、受けとめる努
力をしている

0

20 11

○同業者との交流を通じた向上
　運営者は、管理者や職員が地域の同業者
と交流する機会を持ち、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みを
している

23

○初期に築く本人との信頼関係
　相談から利用に至るまでに本人が困って
いること、不安なこと、求めていること等
を本人自身からよく聴く機会をつくり、受
けとめる努力をしている

0

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

0
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
入居前に本人・御家族と相談する際に、意向を十分に
確認するようにしているが、場合によっては他の在宅
サービスの利用も含めて介護支援専門員が相談支援し
ている。その場合は関係機関に連絡し、安心して介護
サービスが受けられるように努めている。

(自己評価)
事前に利用者・家族に見学いただき、　場合によって
は体験やショートステイサービスを利用して馴染んで
いけるように工夫することもある。また同敷地内の在
宅サービスを利用されている方は事前に少しグループ
ホームで過ごしてみたりして工夫している。

(外部評価)
前もって家族から情報を得た上で対応するよう心がけ
ている。入居前に敷地内のデイサービスを利用するな
どの工夫をしながら、ホームでの生活の雰囲気に早く
馴染めるよう努めている。

(自己評価)
入居者の発言や表情の変化を大切にし、共に楽しみを
見つけている。入居者の笑顔に職員が支えてもらえて
いる。

(外部評価)
利用者とともに料理の下ごしらえ、食事の片づけ、洗
濯物たたみ等を行っている。また、ホーム庭での食事
会、外食、花見等を一緒に楽しんでいる。利用者の笑
顔に励まされることもある。

(自己評価)
家族会、面会の際には家族の思いをよく聞き、状況を
詳しく説明していると、家族が見たこともない表情や
行動の発見に驚くこともある。 0

25

○初期対応の見極めと支援
　相談を受けた時に、本人と家族が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

0 0

028

○本人を共に支えあう家族との関係
　職員は、家族を支援される一方の立場に
おかず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を
支えていく関係を築いている

0

27

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

13

※
本人らしさが表出しやすい場面をより多くつくっ
ていきたい。

0 0

○本人と共に過ごし支えあう関係
　職員は、本人を介護される一方の立場に
おかず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共
にし、本人から学んだり、支えあう関係を
築いている

○馴染みながらのサービス利用
　本人が安心し、納得した上でサービスを
利用するために、サービスをいきなり開始
するのではなく、職員や他の利用者、場の
雰囲気に徐々に馴染めるよう家族等と相談
しながら工夫している

0 0

0

26 12
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
御家族に協力を得て、詳細な家族関係の把握に努めて
いる。またより良い関係を継続できるように支援して
いる。

(自己評価)
手紙や電話も自由にでき、面会も自由にできる。また
友人や親族との馴染みの関係が途切れないように配慮
している。

(自己評価)
互いに見守ったり、上手に利用者が声を掛け合う場面
も見られる。場面によっては利用者が叱責することも
あるが、職員が対応するよりもいい場合もある。職員
はそれを期待して協力を得ることもある。

(自己評価)
契約終了後にあまりかかわることはないが、入院され
て契約を終了された方は見舞に行ったりして関係を継
続している。また入所されても状況を時々たずねたり
している。

(自己評価)
コミュニケーションを十分にとり、意向の把握に努め
ている。特に入居時は可能な限り本人、家族にカン
ファレンスに入ってもらって一緒に検討している。

(外部評価)
朝のラジオ体操、花壇の水やりや草ひき、掃除等、各
利用者の生活リズムにそった支援をしている。また、
一人ひとりの生活パターンを尊重した対応に努めてい
る。

※

29

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援
　これまでの本人と家族との関係の理解に
努め、より良い関係が築いていけるように
支援している

0
これからもより良い関係を維持できるように支援
していきたい。

馴染みの場所にたずねたりする機会を持っていき
たい。

0

0

31

○利用者同士の関係の支援
　利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるように努めている

0

30

○馴染みの人や場との関係継続の支援
　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支援
に努めている

0

0 0

○関係を断ち切らない取り組み
　サービス利用（契約）が終了しても、継
続的な関わりを必要とする利用者や家族に
は、関係を断ち切らないつきあいを大切に
している

0

○思いや意向の把握
　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意
向の把握に努めている。困難な場合は、本
人本位に検討している

32

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

1433

0
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
入居前、入居時にできるだけ詳細な情報を御家族の協
力を得ながら把握している。その後は入居者との会話
の中から情報を得て、特に本人がこだわることは大切
にしている。

(自己評価)
入居者の１日の流れを総合的にとらえている。本人の
力を発揮できる場面は全体で共有して場面づくりに努
めている。

(自己評価)
家族会、面会時にご家族から意見や要望を聞き、利用
者と日頃の会話から希望、要望を聞いて介護計画を作
成している。

(外部評価)
利用者の担当職員が中心になって話し合いを行い、個
別性のある介護計画を作成している。話し合いには職
員のほか可能な範囲で利用者本人や家族も参加してい
る。

(自己評価)
３か月に１回程度は必ず見直している。状況や体調が
変わればその都度新たに計画を作成している。サービ
スを実施していて気付いたことを計画表や支援経過に
記入している。

(外部評価)
利用者の状況が変化した時には介護計画の見直しを
行っている。特に変化がない場合でも１か月に１回程
度は計画の見直しが必要かどうかのチェックをしてい
る。

34

35

○これまでの暮らしの把握
　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用の
経過等の把握に努めている

0 0

0 0

○暮らしの現状の把握
　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状を総合的に把握する
ように努めている

※
介護計画を作成しても再度アセスメントして、評
価にそって柔軟に計画を修正していく。

0 0

0 0

0 0

○現状に即した介護計画の見直し
　介護計画の期間に応じて見直しを行うと
ともに、見直し以前に対応できない変化が
生じた場合は、本人、家族、必要な関係者
と話し合い、現状に即した新たな計画を作
成している

36 15

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

○チームでつくる利用者本位の介護計画
　本人がより良く暮らすための課題とケア
のあり方について、本人、家族、必要な関
係者と話し合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映した介護計画を作成している

37 16
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
個別に記録に残し、介護計画上実践を確認しなくては
いけない内容には蛍光ペンで注目できるように工夫し
ている。実践内容については申し送りやカンファレン
スで共有している。

(自己評価)
短期入所を受け入れたり、医療連携体制を強化するこ
とで柔軟に支援できる。

(外部評価)
ホームは受診の支援、入退院の連絡調整や入院中の情
報収集、家族の急な宿泊等、利用者や家族の状況に応
じた柔軟な支援をしている。

(自己評価)
養護学校、中、高生、の実習を受け入れたり、一般の
方のボランティアの協力を得ながら地域資源と協働し
ている。防災訓練、救命訓練をはじめ、協力を得るよ
うにしている

(自己評価)
介護支援専門員を中心に支援している。

(自己評価)
管理者、介護支援専門員を中心に地域包括支援セン
ターと協働している。（特に入居希望がある場合には
必要に応じて協働している。）

○個別の記録と実践への反映
　日々の様子やケアの実践・結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる

0 0

※
慣れ親しんだグループホームでの生活が継続でき
るように体制を強化していきたい。

0 0

○地域資源との協働
　本人の意向や必要性に応じて、民生委員
やボランティア、警察、消防、文化・教育
機関等と協力しながら支援している

41

○他のサービスの活用支援
　本人の意向や必要性に応じて、地域の他
のケアマネジャーやサービス事業者と話し
合い、他のサービスを利用するための支援
をしている

42

○地域包括支援センターとの協働
　本人の意向や必要性に応じて、権利擁護
や総合的かつ長期的なケアマネジメント等
について、地域包括支援センターと協働し
ている

0

0 0

３．多機能性を活かした柔軟な支援

○事業所の多機能性を活かした支援
　本人や家族の状況、その時々の要望に応
じて、事業所の多機能性を活かした柔軟な
支援をしている

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

40

0

0 0

1739

38
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
入居時に本人、家族の希望を聞いてできるだけ継続し
た医療が受けられるように支援している。また状態の
変化に応じて早急に必要な医療支援が受けられるよう
に配慮している。

(外部評価)
利用者や家族が希望するかかりつけ医の受診を支援し
ている。基本的には職員同行の受診であるが、受診が
長時間に及ぶ場合は家族が同行し、ホームで送迎をし
ている。利用者の状況に合わせて往診も行っている。
夜間も医師がすぐ駆けつけられる体制がある。

(自己評価)
必要に応じて専門医の診察を受けたり、理事長が専門
医と連携をとったりして支援している。また専門医と
事例検討会を開いて意見をいただくこともある。

(自己評価)
各ユニットに看護職員が配置されており、看護職員会
議にて医療上の問題点についても協議している。また
ターミナルに関して医師とともに話し合うこともあ
る。看護職員が情報を共有することで、医師との連携
もとれている。

(自己評価)
入院した場合には、早急に介護サマリーを作成し、情
報を提供している。また担当医、病院の担当者と話し
合って、治療経過等の情報を得ている。早期に退院で
きるように度々病院を訪れて情報を得るようにしてい
る。

(自己評価)
主治医、家族とも話し合い、個別に援助方針を決定し
ている。ターミナルケアを漠然としか考えられない職
員もいれば、しっかり受け止められるようになった職
員もいる。

(外部評価)
重度化や終末期は利用者や家族の意向を尊重しながら
対応について話し合っている。

0 0

18

0 0

○かかりつけ医の受診支援
　本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している

○看護職との協働
　利用者をよく知る看護職員あるいは地域
の看護職と気軽に相談しながら、日常の健
康管理や医療活用の支援をしている

44

45

0 0

0 0

0

※

個別にターミナルケアについて考える場合と広い
意味でのターミナルケア・・より学習を重ねてい
きたい。最後までありのままで受け入れられるケ
アを目指したい。

0 0

○重度化や終末期に向けた方針の共有
　重度化した場合や終末期のあり方につい
て、できるだけ早い段階から本人や家族等
ならびにかかりつけ医等と繰り返し話し合
い、全員で方針を共有している

0

○早期退院に向けた医療機関との協働
　利用者が入院した時に安心して過ごせる
よう、また、できるだけ早期に退院できる
ように、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。あるいは、そうした場合に備
えて連携している

43

○認知症の専門医等の受診支援
　専門医等認知症に詳しい医師と関係を築
きながら、職員が相談したり、利用者が認
知症に関する診断や治療を受けられるよう
支援している

47 19

46
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
入居時から可能な援助方針については伝えているが、
状況に応じて個別に話し合って対応している。今後考
えられる状態像も含めて職員全員で話し合って検討し
ている。しかし、以前より全体で支え合おうという気
持ちが強くなっている。

(自己評価)
関係者間で十分な情報交換や援助方針を検討してい
る。

(自己評価)
一人、一人生きてきた誇りを損ねることがないように
職員が互いに注意し合うようにしている。対応方法も
「この方にはこういう言葉かけが重要」といった内容
がカンファレンスで出てくる。

(外部評価)
さりげない食事介助や小声での排泄確認等、利用者の
プライドを大事にした支援をしている。記録類はプラ
イバシーに留意し、保管・管理が適切にできている。

(自己評価)
とにかく入居者のペースに合わせてケアすることで、
自己決定を促せる。意志がはっきりとしない方は表情
等で読み取るようにしている。

50

0

※
今後も常に「原点」を忘れず、専門職としての誇
りをもって支援していきたい。

49

○住み替え時の協働によるダメージの防止
　本人が自宅やグループホームから別の居
所へ移り住む際、家族及び本人に関わるケ
ア関係者間で十分な話し合いや情報交換を
行い、住み替えによるダメージを防ぐこと
に努めている

0

48

51

○利用者の希望の表出や自己決定の支援
　本人が思いや希望を表せるように働きか
けたり、わかる力に合わせた説明を行い、
自分で決めたり納得しながら暮らせるよう
に支援をしている

0

一度試みたことで実現しなかったことでも方法を
変えると本人の必要なケアがスムーズに受け入れ
られることもある。柔軟な試みをこれからも大切
にしたい。

さまざまなターミナルを迎えた方を介護してき
た。その都度職員も一喜一憂したが、その人がど
う生きたか、その最後の時間に職員がどうかかわ
るのかという視点で介護できつつある。

0 0

20

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

○プライバシーの確保の徹底
　一人ひとりの誇りやプライバシーを損ね
るような言葉かけや対応、記録等の個人情
報の取り扱いをしていない

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○重度化や終末期に向けたチームでの支援
　重度や終末期の利用者が日々をより良く
暮らせるために、事業所の「できること・
できないこと」を見極め、かかりつけ医と
ともにチームとしての支援に取り組んでい
る。あるいは、今後の変化に備えて検討や
準備を行っている

0
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
朝の入居者の状態でその日のペースがつかめることも
多い。互いにそれを伝えあい、そのペースを大切にし
ている。しかし、状態悪化した方、行動障害の激しい
方のケアに費やされ、他の入居者を待たせることも多
い。

(外部評価)
職員は利用者の生活リズムや一日をどう過ごしたいか
を大切にした支援をしており、一人ひとりの思いを聞
きながら対応している。また、職員は利用者へのケア
でお互いに気になる言動があれば、注意し合ってい
る。

(自己評価)
入居者の希望に合わせて理、美容の利用をしている。
外出が困難な場合には出張美容を利用される方もあ
り、選択できるようになっている。また洗面のときに
一緒に見出しなみをととのえたりする姿がよく見かけ
られる。

(自己評価)
入居者は「もうごはんかな」ととても食事を楽しみに
され、職員と味を共感できている。それぞれ好みに応
じてメニューを変更することもあり、柔軟に対応して
いる。入居者が片付けに協力してくれたり、味付けの
アドバイスをくれることもある。

(外部評価)
職員は経口摂取を大事と考え、時間がかかっても自力
で食べられる利用者を見守り、状態に応じてきざみ食
で対応するなど配慮している。美味しく食べられるよ
う献立や味付けにも工夫し、時折ホームの庭での食事
会も行っている。また、料理の下ごしらえや片付けも
利用者とともに行っている。

(自己評価)
嗜好品については入居時にきき、日常的に望まれる場
合には楽しめるようにしている。

54

53

○身だしなみやおしゃれの支援
　その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援し、理容･美容は本人の望む
店に行けるように努めている

○日々のその人らしい暮らし
　職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、そ
の日をどのように過ごしたいか、希望に
そって支援している

　

55

○本人の嗜好の支援
　本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たば
こ等、好みのものを一人ひとりの状況に合
わせて日常的に楽しめるよう支援している

22

0

0 0

※
今日一日をどう過ごしたいか。入居者と一緒に考
える時間を持っていこうと思う

21

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

52

0 0

○食事を楽しむことのできる支援
　食事が楽しみなものになるよう、一人ひ
とりの好みや力を活かしながら、利用者と
職員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る

※

畑の収穫を一緒に楽しみながら調理できる。洗濯
物をとりにいったついでになすやきゅうりを摂っ
て帰ったりしながら楽しみを見つけている。調理
に参加できる方が少なくなってきているがもっと
下準備などに協力してもらえるようにする。

0 0
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
個別に排泄パターンを把握して、アセスメントしてい
る。介護計画にも生かして、経過を追って支援してい
る。

(自己評価)
入浴前にバイタルチェック・健康状態を確認して本人
の希望に沿って、日や時間を配慮している。比較的入
浴を楽しみにされる方が多い。日々の日課として定着
されている。

(外部評価)
利用者の希望にそった入浴支援をしている。入浴を望
まない場合でも３日に１回程度は入浴できるよう配慮
している。介護度の高い利用者にはリフト使用での入
浴も可能である。

(自己評価)
それぞれの活動リズムに合わせて支援している。湯た
んぽを使ったりする方もあれば、空腹を満たして満足
されて眠られる方もある。室内の温度や掛物の調節も
配慮している。

(自己評価)
本人のできること、やり続けられることを中心に楽し
みに結びつくように支援している。アートフラワー教
室に参加したりして楽しみをみつけられる方もあれ
ば、毎日の暮らしに張り合いがあるかは難しい方もい
る。

(外部評価)
職員はアートフラワー、花壇の水やりや草ひき、近く
の喫茶店でのひととき、料理の下ごしらえ、掃除、洗
濯物たたみ等、利用者の気晴らしや役割をともに楽し
みながら支援している。

056

○気持よい排泄の支援
　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして気持ちよく排泄できるよう支援して
いる

0

※
重度化している方の入浴方法が課題である。清拭
や部分浴に限らず全身浴をさせてあげたい。リフ
トや昇降機による入浴は可能である。

0 0

0

※
生活歴、趣味を生かせる場面をもっと多くもてる
ように支援する。

0 0

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

58

0

○安眠や休息の支援
　一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、安心して気持ちよく休息したり
眠れるよう支援している

24

23

○入浴を楽しむことができる支援
　曜日や時間帯を職員の都合で決めてしま
わずに、一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて、入浴を楽しめるように支援して
いる

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援
　張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ
うに、一人ひとりの生活歴や力を活かした
役割、楽しみごと、気晴らしの支援をして
いる

57

59
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
入居当初は自己管理できる方も多かったが、最近は困
難な方が多い。お小遣いとして金庫にあずかり、必要
な時に職員の支援を受けて使うことが多い。定期的に
家族にお小遣い帳も確認していただき、不明な点はな
い。

(自己評価)
長時間歩行による散歩が困難になってきている方が多
い。外気浴を楽しんだり、買い物やドライブを企画し
て支援している。

(外部評価)
車いすの利用者も一緒に買物やドライブ、喫茶店へ出
かけることもあるが、一人ひとりのその日の希望に
そった外出支援は十分ではない。

(自己評価)
ちょっとした外出もあり遠出は年に数回実現できてい
る。車椅子の方も多く、休みの職員の協力や家族の協
力を得ている。

(自己評価)
日常的にできるように支援している。手紙のやり取り
についても希望を聞いて支援している。

(自己評価)
来訪者には笑顔であいさつしている。お茶を勧めて希
望の場所で談話してもらっている。会話もスムーズに
すすむように間に入って支援することもある。

0 0

※
外食にユニットで出かけることもあるが御家族も
一緒に外出を楽しめる機会を持ちたい。

※

利用者が戸外の気持ちよさや季節感を感じながら
生き生きと過ごすことを支援するためにも、近く
の店舗への買い物やホームの敷地内を花壇や菜園
を眺めながら散歩する等、さらに戸外に出かける
機会づくりの工夫を期待する。

まだまだ外出支援の機会が少ない。年間行事だけ
でなく、月間行事計画にも外出計画を入れてい
く。

63

○電話や手紙の支援
　家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

0 0

62

○普段行けない場所への外出支援
　一人ひとりが行ってみたい普段は行けな
いところに、個別あるいは他の利用者や家
族とともに出かけられる機会をつくり、支
援している

※

064

○家族や馴染みの人の訪問支援
　家族、知人、友人等、本人の馴染みの人
たちが、いつでも気軽に訪問でき、居心地
よく過ごせるよう工夫している

0

○日常的な外出支援
　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひと
りのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援している

○お金の所持や使うことの支援
　職員は、本人がお金を持つことの大切さ
を理解しており、一人ひとりの希望や力に
応じて、お金を所持したり使えるように支
援している

61 25

60
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
正しく理解するために学習会や回覧研修を行ってい
る。また医療上、生命に及ぼすような事項については
同意書をいただき、定期的に検討している。

(自己評価)
日中は開放している。早朝夜勤者が一人のときは開放
できないときがある。

(外部評価)
職員は鍵をかけないことの意義を理解し、玄関には日
中鍵をかけていない。利用者が一人で外を出歩いてい
ると、同じ敷地内のデイサービスの職員や近所の住民
が知らせてくれる。

(自己評価)
ホールから全体が見わたせ、記録、食事、洗濯たたみ
も入居者の安全が確認できる場所で行っている。居室
で過ごされている入居者は度々訪室して安全の確認を
している。

(自己評価)
本人が管理できる方については本人に管理していただ
き、その他の場合には必要なときに提供している。

(自己評価)
入居者個々の状態に応じてリスクを考えて事故防止に
努めている。

65

○身体拘束をしないケアの実践
　運営者及び全ての職員が「介護保険法指
定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

※
個別に状態をアセスメントしながら拘束のないケ
アを目指していきたい。

0

※

入居者の希望に合わせて日中は外で花を楽しんだ
りできるが、転倒の危険があり、介助が必要な入
居者については一緒にすぐ出られない場合もあ
る。できるだけ希望にかなえられるように支援し
ていきたい。

0 0

0

0 0

69 　
グループホームでの情報提供に限らず、敷地内の
事業そ所にも情報提供して協力を求められる体制
にしている。

○注意の必要な物品の保管・管理
　注意の必要な物品を一律になくすのでは
なく、一人ひとりの状態に応じて、危険を
防ぐ取り組みをしている

○利用者の安全確認
　職員は本人のプライバシーに配慮しなが
ら、昼夜通して利用者の所在や様子を把握
し、安全に配慮している

○鍵をかけないケアの実践
　運営者及び全ての職員が、居室や日中玄
関に鍵をかけることの弊害を理解してお
り、鍵をかけないケアに取り組んでいる

66

67

68

（４）安心と安全を支える支援

○事故防止のための取り組み
　転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を
防ぐための知識を学び、一人ひとりの状態
に応じた事故防止に取り組んでいる

26
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
緊急時マニュアルを使って研修したり、救命講習を受
講したりしている。マニュアルは職員が見やすい場所
に置き、確認しやすいようにしている。

(自己評価)
定期的に避難訓練を実施し、運営推進会議では災害時
にともに協力し合える体制の強化について話すことも
ある。消防署で実施される防災トークに参加して、認
知症高齢者が被災した場合の課題について講演したり
している。

(外部評価)
年に３回、夜間想定も含めた避難訓練を行っている。
ホームは地域の自主防災会に入会し、消防署の防災
トークにも参加している。ホームのある敷地の庭は広
く、地域の避難場所にもなっている。災害時連絡網の
中に町内会長も入っている。

(自己評価)
転倒、誤嚥など個々に考えられるリスクについて話し
合い、支援計画に課題としてあげている。できるだ
け、自由な暮らしと時間を過ごせるように支援してい
る。

(自己評価)
朝のバイタルチェック時に異変があれば主治医に報告
している。経過を追って体調を見て記録に残してい
る。

(自己評価)
処方される薬を分包してもらって個別に管理しやすい
ように」している。また効能、注意事項をまとめて個
別にファイル化して変更があってもわかりやすくして
いる。定期的に処方録をいただき、変更について確認
できるようにしている。

70

今後も個々に考えられるリスクについて検討して
いきたい。

0
特に夜間の緊急時には協力医療機関の協力を得や
すい。場合によっては看護師の協力が得られる。
また必要な医療器材もそろっている。

0 0

0 0

0

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

72

○リスク対応に関する家族等との話し合い
　一人ひとりに起こり得るリスクについて
家族等に説明し、抑圧感のない暮らしを大
切にした対応策を話し合っている

73

○体調変化の早期発見と対応
　一人ひとりの体調の変化や異変の発見に
努め、気付いた際には速やかに情報を共有
し、対応に結び付けている

0

※

074

○服薬支援
　職員は、一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量について理解し
ており、服薬の支援と症状の変化の確認に
努めている

0

○急変や事故発生時の備え
　利用者の急変や事故発生時に備え、全て
の職員が応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行っている

○災害対策
　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を身につ
け、日ごろより地域の人々の協力を得られ
るよう働きかけている

2771
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
飲食物の工夫や腹部マッサージなど行っている。しっ
かり水分補給できているか確認している。

(自己評価)
毎食後口腔内の清浄に努め、また義歯は毎夕洗浄して
消毒している。口腔の状態に応じて支援している。

(自己評価)
疾病、嚥下能力に応じて食事の形態や食材を変更した
りして工夫している。チェックが必要な方は水分出納
のチェック表を作成して確認している。

(外部評価)
食べる量や水分量を毎回チェックしている。一人ひと
りの状態に合わせてミキサー食やきざみ食にしたり、
利用者の力量に応じた介助をしている。献立の栄養バ
ランスは運営法人内の栄養士がチェックしている。

(自己評価)
感染症対策マニュアルに沿って実行しており、学習会
を実施している。

(自己評価)
食材の取り扱いについては衛生管理マニュアルに沿っ
て実行している。台所を清潔に保つようにしている。
調理器具については夕食後に消毒している。感染症が
多発するときは毎食後消毒している。

76

○口腔内の清潔保持
　口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた
支援をしている

0

0

75 0

0

0 0

78

○感染症予防
　感染症に対する予防や対応の取り決めが
あり、実行している（インフルエンザ、疥
癬、肝炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

0

0

0 0

0

079

○食材の管理
　食中毒の予防のために、生活の場として
の台所、調理用具等の衛生管理を行い、新
鮮で安全な食材の使用と管理に努めている

77

○便秘の予防と対応
　職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、予防と対応のための飲食物の工夫や身
体を動かす働きかけ等に取り組んでいる

○栄養摂取や水分確保の支援
　食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状
態や力、習慣に応じた支援をしている

28
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
敷地が広いため施設的なイメージがあるが、インター
ホンをとりつけていたり、建物周囲に花や野菜を植え
て家庭的である。

(自己評価)
家具は一般家庭と同じような家具で、共有スペースも
広く、ゆったりと入居者が輪になってくつろげる空間
づくりの工夫をしている。

(外部評価)
随所に空気清浄機を設置し、気になる匂いはない。共
用空間はゆったりしており、居間は家庭的なソファや
棚、絵画、時計等が飾られ、畳の間もあるくつろげる
空間となっている。浴室、トイレ等は朝夕塩素系漂白
剤で拭いており清潔である。

(自己評価)
共有部分にソファーがあり、TVを見て過ごしたり、居
室で過ごしたい方は居室でもくつろげるような工夫を
している。外に椅子を置いたりして、花を見て楽しむ
ことができる。

(自己評価)
できるだけ入居前の個々に合わせて馴染みの家具や調
度品を持ち込んでいただいている。家族との写真を
はったりして入居者が見て楽しめるものを置く居室も
ある。

(外部評価)
居室は利用者の使い慣れたいすや小ダンス、時計、お
気に入りのぬいぐるみ等が持ち込まれ、居心地よく過
ごせる部屋になっている。仏壇を居室に置き、お供え
や線香をあげる利用者もいる。畳の居室も２室ある。

0

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

80

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫
　利用者や家族、近隣の人等にとって親し
みやすく、安心して出入りができるよう
に、玄関や建物周囲の工夫をしている

0

0 0

0 0

82

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり
　共用空間の中には、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

0 0

※
自室に馴染みのものが少ない方には今後も声かけ
していく。

0 0

30

○居心地のよい共用空間づくり
　共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、
食堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとっ
て不快な音や光がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮
　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

81 29
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
定期的に換気し、特にトップライト部分から常時空気
を入れ替えられるようになっている。また室温に注意
し、入居者に確認している。トイレには脱臭器があ
り、冬場は加湿器を使って空気の乾燥を防いでいる。
床暖房を有効に使っている。

(自己評価)
必要な個所に手すりがあり、利用できる。ホールが広
く、車椅子の方が自走できる。

(自己評価)
認知症の程度や認知機能を見極め、自然な形でできる
ことをしている。

(自己評価)
敷地内の花壇や池を眺めることができ、外でゆったり
過ごせる椅子もある。食事やおやつを外でいただいた
りして楽しみを見つけている。

(注)

0

0 0

86

○わかる力を活かした環境づくり
　一人ひとりのわかる力を活かして、混乱
や失敗を防ぎ、自立して暮らせるように工
夫している

87
○建物の外周りや空間の活用
　建物の外周りやべランダを利用者が楽し
んだり、活動できるように活かしている

0 0

○身体機能を活かした安全な環境づくり
　建物内部は一人ひとりの身体機能を活か
して、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

0

0

１　　　　　　部分は自己評価と外部評価の共通評価項目。
２　全ての自己評価又は外部評価の項目に関し、具体的に記入すること。

入居者、ユニットの原状に応じて環境面を見直し
ている。おおがかりな補修でなくても済むことも
あるので、職員で検討しあって工夫している。

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

84

○換気・空調の配慮
　気になるにおいや空気のよどみがないよ
う換気に努め、温度調節は、外気温と大き
な差がないよう配慮し、利用者の状況に応
じてこまめに行っている

85
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愛媛県　せと 平成１９年１２月５日

1 ほぼ全ての利用者の
② 利用者の２/３くらいの
3 利用者の１/３くらいの
4 ほとんど掴んでいない
1 毎日ある
② 数日に１回程度ある
3 たまにある
4 ほとんどない
1 ほぼ全ての利用者が
② 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
1 ほぼ全ての利用者が
② 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
1 ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
③ 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
1 ほぼ全ての利用者が
② 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
1 ほぼ全ての利用者が
② 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
1 ほぼ全ての家族と
② 家族の２/３くらいと
3 家族の１/３くらいと
4 ほとんどできていない
1 ほぼ毎日のように
2 数日に1回程度
③ たまに
4 ほとんどない

96
通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている

(自己
 評価)

家族以外の方が訪ねてこられる方は限られている。

(自己
 評価)

入居者の要望が困難かどうか、ともに話し合い、柔軟に考えている。要望を
聞き出せる職員がたくさんいてもそれを共有して実現に向ける努力は惜しま
ないようにしたい。

95
職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている

(自己
 評価)

入居者の近況を詳しく説明して不安な部分をじっくり聴くようにしている。
制度的な部分や地域とのつながりに関して主に担当してくれる職員がいる。

利用者は、その時々の状況や要望に応じ
た柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる

職員との会話や作業をしているとき、外出の際などにはとてもいい表情がみ
られる。写真をとるとわかるが、どの写真もいきいきしている。

ひとりひとりのペースを把握してそれぞれに支援していけるように取り組ん
でいる。しかし、すべての入居者、すべての場面で納得いく暮らしであると
は言えない。

(自己
 評価)

利用者は、戸外の行きたいところへ出か
けている

(自己
 評価)

全員がいつでも行きたいところへ行くことはできていない。計画的に怪我の
ないように出かけている。

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ご
す場面がある

(自己
 評価)

(自己
 評価)

外気浴を楽しみながらゆったり過ごしている。しかし昼夜通して職員もゆっ
たりと過ごす時間が取れないほど排せつ介助に時間を費やすこともある。

Ⅴ．サービスの成果に関する項目

項　　目

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

取　り　組　み　の　成　果
（該当する箇所を○印で囲むこと）

判断した具体的根拠

入居者の思いや意向は大切に考えている。暮らしの希望をうまく表出できな
い方はその時の表情や感情から読み取るようにしている。

89

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らし
ている

91
利用者は、職員が支援することで生き生
きした表情や姿がみられている

(自己
 評価)

92

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で
不安なく過ごせている

(自己
 評価)

主治医と連携して必要な場合は専門医の受診をしたり、検査入院して安心し
て過ごせる支援をしている。

94
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項　　目
取　り　組　み　の　成　果

（該当する箇所を○印で囲むこと）
判断した具体的根拠

1 大いに増えている
② 少しずつ増えている
3 あまり増えていない
4 全くいない
1 ほぼ全ての職員が
2 職員の２/３くらいが
③ 職員の１/３くらいが
4 ほとんどいない
1 ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
③ 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
1 ほぼ全ての家族等が
② 家族等の２/３くらいが
3 家族等の１/３くらいが
4 ほとんどできていない

・入居者の生きてきた生活歴を大切にしている。御家族に日頃の様子を詳細に伝え、また手紙に介護状況を伝えるようにしている。・地域と密に連携をとり、地域に
根ざした事業所を目指している。　・関係機関との連携も密にして入居者の暮らしがどういった場面でも継続できるように努めている。・入居者の暮らしだけでな
く、介護する職員の姿勢が「明るく、楽しく、穏やか」であるように努めている。　・研修活動に関する事業主の理解があり、より多くの機会を提供してくれ、その
保障もある。・しっかりとした医療面のサポートが得られる。

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

100
職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う

(自己
 評価)

御家族が入居者の生活を見て、いきいきとしたその表情に安心できるよう
に、御家族の言葉を大切にして支援していきたい。

99
職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う

(自己
 評価)

共同生活であるので、互いに我慢している部分もあると思う。認知症の程度
の違いもあるので、理解できる部分の違い

97

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりが拡がったり深ま
り、事業所の理解者や応援者が増えてい
る

(自己
 評価)

98 職員は、活き活きと働けている
(自己
 評価)

地域の方々とのつながりができてきており、地域から期待される部分もあ
る。地域と一緒に行事を楽しむこともある。

職員が離職することがあると、気持ちがなえることもある。ストレスマネジ
メントについては今後の課題である。

(自己評価)
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